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今
月
の
主
な
内
容

4
月
号

「
あ
り
が
と
う
隼
小
学
校
」

隼
小
学
校
に
最
後
の
転
入
生
　
P
epper （

ペ
ッ
パ
ー
）く
ん

　
隼
小
学
校
最
後
の
転
入
生
と
し
て
や
っ
て
き
た
Pepperく

ん
。
卒
業
式
終
了
後
、

全
員
で「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱
。
大
好
き
な
隼
小
学
校
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
。

�
（
関
連
記
事
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歌
詞
に
込
め
る
思
い

�

校
歌
制
作
委
員
会

　

船
岡
、
大
江
、
隼
小
学
校
の
３
校
の
歴
史

と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
船

岡
を
誇
り
に
思
い
、
た
く
ま
し
く
未
来
に
羽

ば
た
く
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

１
番
で
は
、
四
季
の
花
咲
く
天
満
山
を
見

上
げ
、
笑
顔
で
元
気
に
学
び
ゆ
く
子
ど
も
。

２
番
は
、
大
江
川
の
清
き
流
れ
の
ご
と
く
、

互
い
に
豊
か
な
心
を
磨
き
合
い
、
真
理
を
求

め
て
歩
み
ゆ
く
子
ど
も
。
３
番
は
、
夢
・
志

を
抱
き
、
大
海
を
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
泳
ぐ
が

ご
と
く
力
強
く
挑
戦
し
て
い
く
子
ど
も
。

　

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
、
ふ
る
さ

と
船
岡
、
八
頭
町
を
支
え
担
い
、
さ
ら
に
世

界
へ
と
つ
な
ぐ
子
ど
も
を
求
め
て
い
ま
す
。

作
曲
に
寄
せ
る
思
い

�

田
中
直
子
さ
ん

　

「
緑
輝
く
天
満
山
…
」
こ
の
詞
を
読
ん
だ

と
き
、
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
八
頭
町
の
良
さ
、
そ
し
て
新

生
「
船
岡
小
学
校
」
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
元

気
よ
く
、
生
き
生
き
と
登
校
し
て
い
る
姿
が

目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

校
歌
の
最
初
の
出
だ
し
の
「
緑
」
の
符
点

は
、
勢
い
の
あ
る
躍
動
感
を
表
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
皆
さ
ん
が
、
伸
び
伸
び

と
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
作
曲
い
た

し
ま
し
た
。

　

楽
し
く
、
そ
し
て
夢
あ
ふ
れ
、
力
強
さ
を

持
っ
て
歌
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

「
船
岡
小
学
校
」
校
歌

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

校
歌
制
作
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

田
中　

直
子　

　

緑
輝
く　

天
満
山

　

明
る
い
笑
顔
の　

花
が
咲
き

　

と
も
に
楽
し
く　

元
気
よ
く

　

学
び
の
道
を　

歩
み
ゆ
く

　

我
ら　

船
岡
小
学
校　
　

　

清
く
流
れ
る　

大
江
川

　

豊
か
な
心　

み
が
き
合
い

　

と
も
に
や
さ
し
く　

ほ
が
ら
か
に

　

真
理
の
道
を　

進
み
ゆ
く

　

我
ら　

船
岡
小
学
校

　

希
望
の
空
を　

仰
ぎ
つ
つ

　

世
界
へ
つ
な
ぐ　

夢
抱
き

　

と
も
に
手
を
組
み　

た
く
ま
し
く

　

し
ぶ
き
を
あ
げ
て　

挑
み
ゆ
く

　

我
ら　

船
岡
小
学
校

　校章のデザインの基礎となる桜は旧船岡小学校と旧大江

小学校の校章に使用されていた桜であり、真ん中の文字は

船岡地域の「船」の文字をデザイン化したものです。その

まわりに、旧隼小学校の校章に使用されていた矢をあしら

うことで、新しい校章が旧３小学校の伝統を引きつぎ、融

合した新小学校であることの象徴としました。

　平成29年４月、新たに「船岡小学校」「八東小学校」が開校します。新しい学舎は、

船岡地域、八東地域の旧６小学校が培ってきた輝かしい伝統を融合させ、夢や希望

にあふれる新たな伝統を創り上げていきます。

　友だち同士での協働学習、ICT教育の推進などにより、人間性豊かな児童の育成

を目指していくとともに、家庭や地域とのつながりを大切にし、地域の皆様から慕

われ、愛される学校づくりを目指していきます。

地域に愛される学校をめざして新たな「伝統のスタート」

船岡小学校校旗
［校 章］
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作
詞
に
込
め
た
思
い

�

藤
田
洋
太
郎
さ
ん

　

清
き
流
れ
の
八
東
川
と
、
中
国
山
系
の
青

き
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
四
季
折
々
に
美
し
い

装
い
を
み
せ
る
八
東
平
野
、
こ
こ
が
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
で
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
自
然
を
愛
し
、

人
を
愛
し
、
い
つ
も
ふ
る
さ
と
を
想
う
心
を

培
っ
て
ほ
し
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
心
は
、
両
親
や
友
達
等
隣
人
を
尊
敬

す
る
心
で
あ
り
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
育
む

基
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
歌
詞
に
刻
ま
れ
た

言
葉
の
中
、
一
つ
で
も
よ
い
道
標
と
し
て
高

い
理
想
を
抱
き
、
夢
に
向
か
っ
て
突
進
し
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
り
、
強
い
絆
を
育
て
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

胸
い
っ
ぱ
い
に

�

道
谷
増
夫
さ
ん

　

歌
曲
の
作
曲
で
は
、
私
の
場
合
、
言
葉
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
抑
揚
）
に
注
目
し
ま

す
。
旋
律
の
抑
揚
が
、
歌
詞
を
音
読
し
た
と

き
の
抑
揚
に
整
合
す
る
よ
う
旋
律
を
鍛
え
て

い
き
ま
す
。
一
例
で
す
が
、
歌
詞
中
の
「
ふ

る
さ
と
に
」
で
は
「
ふ
」
か
ら
「
る
」
に
向
か
っ

て
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
揚
が
り
ま
す
。
旋

律
も
同
じ
よ
う
に
上
行
す
れ
ば
自
然
な
歌
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
歌
詞
の
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
１
番
か
ら
３
番
ま
で
全
編
に

わ
た
っ
て
守
り
な
が
ら
、
音
楽
と
し
て
の
美

し
さ
と
、
情
感
の
高
ま
り
を
目
指
し
て
作
曲

を
す
す
め
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
と
先
生
方
が
胸
い
っ
ぱ
い

に
一
緒
に
歌
え
る
校
歌
で
あ
り
ま
す
よ
う
。

「
八
東
小
学
校
」
校
歌

　
　
　
　
　
　

作
詞　

藤
田
洋
太
郎　

　
　
　
　
　
　

作
曲　

道
谷　

増
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

み
ど
り
豊
か
な　

ふ
る
さ
と
に

　

八
東
川
の　

流
れ
は
清
く

　

自
然
の
恵
み　

感
謝
し
て

　

我
ら
元
気
に　

つ
な
が
り
合
お
う　
　
　

　

智
恵
の
泉
を　

生
み
出
さ
ん

　

明
る
く
強
く　

た
く
ま
し
く

　

柏
葉
の
杜
に　

身
体
を
き
た
え

　

と
も
に
励
ま
し　

琢
磨
し
て

　

礼
儀
正
し
く　

真
理
を
求
む

　

至
誠
の
道
を　

い
ざ
行
か
ん　

　

遠
く
連
な
る　

山
脈
に

　

嶺
よ
り
高
き　

大
志
を
抱
き

　

固
い
絆
と　

友
情
が

　

希
望
輝
く　

未
来
を
拓
く

　

大
空
む
か
い　

伸
び
ゆ
か
ん

　３枚の柏葉（かしわ）は旧３小学校（安部・八東・丹比）

の統合を表しています。中央には、正しく美しい心を表す

鏡を据えました。上に向かって広がっている「八」は「八東」

の八を意味し、輝く未来の創造を象徴するものであります。

新芽が出るまで古い葉が落ちないという柏葉を輪でつない

でいます。これは、伝統を受け継ぎながら、学校の発展を

めざし、皆が力を合わせていくことを表しています。

新生『船岡小学校』
　　『八東小学校』

平成29年４月開校

八東小学校校旗
［校 章］
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平成29年度 施政方針（抜粋）

八
頭
町
総
合
戦
略
の
重
点
取
組
事
項　
　

○
八
頭
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
レ
ー
の
創
設

　

学
校
の
跡
地
な
ど
空
施
設
を
活
用
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
な
ど
情
報

関
連
企
業
等
の
誘
致
や
地
域
住
民
が
集
う

拠
点
と
し
て
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
ま
ち
の
創
造

を
目
指
し
、
平
成
29
年
度
は
、
施
設
の
改

修
に
着
手
し
、
本
格
的
な
事
業
展
開
を
図

り
ま
す
。

○
因
幡
但
馬
海
幸
・
山
幸
回
廊
の
創
設

　

因
幡
地
域
と
但
馬
地
域
が
連
携
し
た
広

域
的
な
観
光
の
振
興
の
取
り
組
み
を
加
速

化
す
る
と
と
も
に
、
若
桜
鉄
道
に
つ
い
て

は
、
車
両
改
修
に
あ
わ
せ
た
観
光
列
車
化

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
八
頭
フ
ル
ー
ツ
街
道
の
継
承
・
八
頭
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
八
頭
町
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
八
頭
町
農
業
公

社
の
組
織
・
機
能
を
強
化
し
、
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
を
行
い
、
農
地
の
集
積
、
担
い
手
育
成

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
、
農
業

団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
後
継
者
の
育

成
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産
業

化
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
安
心
子
育
て
・
い
き
い
き
学
習
の
ま
ち

八
頭
の
創
設

　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
、
多
様
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
少
人
数
学
級
に

よ
る
き
め
細
か
な
指
導
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
な
ど
教
育
環
境
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

主
な
新
規
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
開
始

・
若
桜
鉄
道
駅
舎
等
改
修
事
業

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

・
在
宅
育
児
世
帯
支
援
事
業

・
八
東
地
域
の
新
保
育
所
の
設
計

・
農
業
用
施
設
等
の
改
修
、
補
修
事
業
助
成

・
安
井
地
区
農
業
基
盤
整
備
事
業

・
上
私
都
改
善
セ
ン
タ
ー
建
築
事
業

・
民
泊
開
設
支
援
事
業
補
助
金
の
拡
充

・
起
業
家
支
援
補
助
金
の
拡
充

・
上
町
橋
、
天
満
橋
、
中
村
橋
の
測
量
設
計

・
除
雪
機
械
整
備
事
業

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業

・
新
入
学
祝
い
金
制
度
の
創
設

・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
設
置

・
郡
家
球
場
改
修
事
業

・
八
東
簡
易
水
道
丹
比
系
水
源
整
備
事
業

・
郡
家
地
域
排
水
対
策
調
査
事
業

主
要
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

「
第
二
次
八
頭
町
総
合
計
画
」
の
７
つ

の
柱
に
沿
っ
て
、「
八
頭
町
総
合
戦
略
」

の
施
策
と
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
本
格
的
に
動
き
出
し
、

全
国
の
自
治
体
で
は
知
恵
を
絞
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
戦
略
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
頭
町
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
３
月

に
策
定
し
た
「
第
２
次
八
頭
町
総
合
計

画
」、
同
年
９
月
に
策
定
し
た
「
八
頭
町

総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
対

策
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組

み
の
本
格
的
な
展
開
を
、
本
年
度
は
さ

ら
に
加
速
す
る
大
切
な
年
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
方
向
性
が
決
定

さ
れ
た
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の
適

正
配
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に
、

船
岡
地
域
の
小
学
校
を
統
合
し
た
新
生

「
船
岡
小
学
校
」、
八
東
地
域
の
小
学
校
を

統
合
し
た
新
生
「
八
東
小
学
校
」
を
開
校

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の

適
正
配
置
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
、
船
岡
地
域
の
保

育
所
を
統
合
し
た
新
「
船
岡
保
育
所
」

を
開
所
し
ま
す
し
、
八
東
地
域
の
新
保

育
所
の
整
備
に
向
け
、
設
計
業
務
に
着

手
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
「
町
民

一
人
ひ
と
り
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を
守

る
」、
こ
の
基
本
を
確
実
に
実
現
す
る
こ

と
が
、
人
口
減
少
対
策
の
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
民
、
議
会
、
行
政
が
ひ
と

つ
と
な
り
「
オ
ー
ル
八
頭
」
の
力
で
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
元
気
あ

ふ
れ
る
持
続
可
能
な
八
頭
町
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
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住
民
が
主
役
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
（
協
働
）

住
民
参
画
社
会
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

　

各
種
計
画
等
の
策
定
過
程
か
ら
の
参

画
、
む
ら
づ
く
り
座
談
会
、
行
政
懇
談

会
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通

じ
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
と
地

域
課
題
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広
報
や

ず
等
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
提
供
に
努
め

ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　

　

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
に
は
、
ま
ず
、
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
課
題
と
し
て
人
権
問
題
に
つ
い

て
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
人

権
教
育
・
啓
発
の
推
進
及
び
町
行
政
全
般

に
お
け
る
人
権
施
策
の
基
本
方
針
と
な
る

「
八
頭
町
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
及
び
「
実
施
計
画
」
を
も
と

に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
解
消
に
向
け
、
人
権
意
識
を
高

め
、
行
動
と
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第

３
次
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

個
人
の
能
力
を
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発
活
動
や
男

女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

男
女
共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進　
　
　
　
　

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
果
た

す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
住
民
自
ら
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
、

健
康
づ
く
り
、
環
境
美
化
運
動
、
自
主
防

災
活
動
や
地
域
固
有
の
伝
統
・
文
化
を
継

承
す
る
活
動
を
支
援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に
よ
る
ご
み

処
理
、
消
防
、
火
葬
場
等
の
事
業
の
ほ
か
、

多
く
の
分
野
で
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
懸
案
だ
っ
た
新
可
燃
物
処
理
施
設

に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が
国
民
健
康
保

険
の
財
政
運
営
の
主
体
と
な
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向

け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
　
や
す
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の

　
　
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　（
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
）

健
康
づ
く
り
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
常
生
活
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の
発

生
予
防
に
努
め
ま
す
。
食
生
活
の
改
善
、

日
々
の
運
動
習
慣
の
見
直
し
、
十
分
な
睡

眠
と
休
養
な
ど
、
正
し
い
知
識
の
普
及
と

実
践
に
つ
な
げ
る
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
各
種
検
診
事
業
の
受
診
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
鳥
取
県
東
部
医
師
会
、

東
部
歯
科
医
師
会
、町
社
会
福
祉
協
議
会
、

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
等
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、
町
民
の
健
康
保
持
・

増
進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実　

　

地
域
福
祉
計
画
を
見
直
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新

た
な
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。
旧
小
学
校
区
単
位
で
設
置
を
進
め

て
い
ま
す
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
立

ち
上
げ
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
や
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
地
域
社
会
全
体
で
の
見

守
り
を
は
じ
め
と
す
る
「
支
え
あ
い
」
活

動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
本
人
の
意
欲
と
能

力
に
応
じ
て
就
労
で
き
る
よ
う
相
談
・
調

整
機
能
の
充
実
を
図
り
、
自
立
を
支
援
し

ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進　
　
　
　
　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕

活
動
を
通
じ
た
高

齢
の
方
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
経
験
、
技
術
、

知
識
を
生
か
し
た

就
業
の
場
を
提
供

す
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
数
の
拡
大
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の

連
携
を
深
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
28
年
度
よ
り
子
育
て
支
援
の
内
容

を
拡
充
し
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
を
無

償
化
し
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら

は
、
保
育
施
設
を
利
用
せ
ず
に
家
庭
で
子

育
て
を
す
る
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
選
択

肢
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
小
学
校
及
び
中

学
校
に
入
学
す
る
新
入
学
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
学
用
品
費
等
の
助
成
を
行
う
「
新

入
学
祝
い
金
」
制
度
を
創
設
し
、
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
延
長
保
育
、
土
曜
日
午
後
保
育
、

病
後
児
保
育
、
一
時
保
育
等
の
特
別
保
育

を
充
実
し
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
少
子
化
の
要
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因
の
一
つ
で
も
あ
る
未
婚
・
晩
婚
に
対
応

す
る
た
め
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の

創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
安
心
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り

　
　（
交
通
、
防
災
）

地
域
情
報
化
の
促
進　
　
　
　
　
　
　
　

　

行
政
情
報
や
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
等

を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
内
容
を
充
実
し
、
朝
日
テ
レ
ビ

系
の
受
信
を
確
実
な
も
の
と
し
て
、
加
入

率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
加

入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
・
交
通
環
境
の
充
実　
　
　
　
　
　

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
効

果
的
、
効
率
的
な
道
路
整
備
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
主
な
幹
線
町
道
で
は
、新
道
線
、

横
田
１
号
線
の
改
良
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

町
営
で
運
行
し
て
い
る
「
さ
ん
さ
ん
バ

ス
」
の
路
線
の
見
直
し
、
タ
ク
シ
ー
補
助

の
遠
距
離
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
負
担
額
の
上
限
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
は
、
引
き
続
き
乗
車
運
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
誘
致
や

鉄
道
沿
線
の
住
民
団
体
と
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み
、
若

桜
鉄
道
利
用
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
観
光
列
車
化
に
向
け
た
車
両
の
改
修

に
着
手
し
ま
す
。

住
環
境
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

空
き
家
登
録
バ
ン
ク
の
充
実
を
図
り
、

空
き
家
入
居
者
に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民

間
事
業
者
に
よ
る
宅
地
造
成
事
業
に
対
す

る
助
成
制
度
を
継
続
し
、
民
間
に
よ
る
宅

地
造
成
事
業
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

町
営
の
宅
地
造
成
の
調
査
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
計
画
的
な
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
八
東
簡
易
水
道
丹
比
系
の
水
源
の
整

備
を
引
き
続
き
行
い
、
下
水
道
に
つ
い
て

は
、
郡
家
地
域
の
排
水
対
策
の
計
画
調
査

に
着
手
し
ま
す
。

地
域
防
災
・
防
犯
体
制
の
推
進　
　
　
　

　

行
政
の
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
る
「
誰

も
が
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
」
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
砂
防
・
治

山
・
治
水
事
業
を
県
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
ま
す
。
防
災
訓
練
の
全
集
落
で
の
実

施
と
モ
デ
ル
地
区
に
よ
る
総
合
的
な
訓
練

を
行
う
と
と
も
に
、
小
型
消
防
ポ
ン
プ
の

計
画
的
な
更
新
と
自
主
防
災
組
織
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
見
守
り
活

動
、
防
犯
灯
の
設
置
・
修
繕
に
対
す
る
助

成
を
行
い
ま
す
。交
通
安
全
の
推
進
で
は
、

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
警
察
や
交
通
安

全
協
会
と
連
携
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

消
費
者
保
護
行
政
の
充
実　
　
　
　
　
　

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
が
後

を
た
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
消
費
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
、
金
融
機
関
、
警
察
等
と
連
携
し
、

被
害
防
止
と
啓
発
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
啓
発
、
高
齢
者
大
学

等
へ
の
消
費
者
保
護
出
前
講
座
の
開
催
な

ど
消
費
者
保
護
行
政
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
　（
自
然
と
環
境
保
全
）

自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
と
活
用　
　
　

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
、
景
観
は
、
未
来
に
残
し
て

い
く
べ
き
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
財

産
で
す
。
こ
れ
ら
貴
重
な
地
域
資
源
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
自
然
体
験
や
観
光

へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の

皆
様
方
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
協
力
し
て
、

道
路
、
河
川
の
美
化
活
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
不
法

投
棄
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進　
　
　

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
非
常
時
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
の
ほ
か
、
循
環
型
社
会
形

成
に
不
可
欠
で
す
。
循
環
型
社
会
へ
の
転

換
に
向
け
て
、
住
宅
・
集
落
集
会
所
な
ど

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
の
促
進

や
、
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
等
を
県
と

連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　
　
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

　
　（
産
業
・
観
光
・
雇
用
）

農
林
水
産
業
の
振
興　
　
　
　
　
　
　
　

　

昨
年
策
定
し
た

「
八
頭
町
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
も
と

に
、
八
頭
町
農
業

公
社
の
機
能
強
化

を
図
り
、
集
落
営

農
の
組
織
化
、
遊

休
農
地
の
解
消
、

農

地

の

利

用

集

積
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
を
促
進
し
、
農
業
の
担
い
手
、

農
業
後
継
者
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
や

猟
友
会
と
連
携
し
た
効
果
的
な
被
害
防
止

対
策
と
、
狩
猟
者
の
育
成
・
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
組

合
等
と
連
携
し
、
造
林
・
間
伐
等
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
林
道
・
作
業
道
の
整
備
、

間
伐
対
象
森
林
の
団
地
化
、
山
林
施
業
の

機
械
化
を
通
じ
た
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
を

推
進
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
の
生
活
を
支
え
る
商
業
を
将
来
的

に
維
持
す
る
た
め
、
商
工
会
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り

つ
つ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
助
成
を
行

う
な
ど
、
町
内
で
の
消
費
拡
大
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。
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観
光
の
振
興　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

観
光
に
対
す
る
嗜
好
の
変
化
と
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
中
、
旅
行
業
者
や
外
部
団

体
と
の
連
携
を
進
め
、
様
々
な
観
光
資
源

を
有
効
に
結
び
つ
け
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
等

を
調
査
・
研
究
し
、
観
光
の
魅
力
向
上
に

努
め
ま
す
。
姫
路
公
園
、
竹
林
公
園
、
ふ

る
さ
と
の
森
な
ど
、
町
内
に
あ
る
公
園
や

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
若
桜
鉄

道
を
活
用
し
た
着
地
型
、
体
験
型
旅
行
の

取
り
組
み
、「
や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物
館
」

を
活
か
し
た
魅
力
的
な
観
光
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

連
携
・
交
流
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　

　

関
西
事
務
所
を
拠
点
と
し
た
関
西
圏
へ

の
情
報
発
信
や
移
住
定
住
相
談
会
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
鳥
取
県
や
東
部
圏
域
市
町
村

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
国

際
的
視
野
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
指
し
、
韓
国
横
城
郡
と
の
子
ど
も
交

流
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

雇
用
の
促
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人
口
の
流
出
を
止
め
、
移
住
者
を
増
や

す
に
は
、
地
方
で
魅
力
あ
る
雇
用
機
会
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
、
出
生
率
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
施
策
と
な
り
ま
す
。
企
業
誘

致
に
お
い
て
は
、
鳥
取
県
東
部
圏
域
の
中

で
広
域
的
な
連
携
・
協
力
の
も
と
に
進
め

る
と
と
も
に
、
起
業
を
目
指
す
人
の
事
業

展
開
を
経
営
面
、
技
術
面
か
ら
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
農
業
、
林
業
、
商
工
業
等
の

地
場
産
業
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支

援
し
、雇
用
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

　
　（
教
育
・
文
化
）

学
校
教
育
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
し
い
教
育
環

境
の
中
で
、
確
か

な
学
力
と
将
来
の

社
会
的
自
立
に
向

け
、
生
き
る
力
を

育
み
、
豊
か
な
人

間
性
を
養
う
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
導
入
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
係
る
環
境
整
備
、
外
国
語

指
導
助
手
を
活
用
し
た
英
語
学
習
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
計
画
的
実
施
な
ど
、

特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
活
用
に
よ
る

教
育
相
談
事
業
を
充
実
し
、
い
じ
め
や
不

登
校
の
な
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
少
人
数
学
級
に
よ
る
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
学
力
を
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

社
会
教
育
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
を
対
象
と
し
た
学
習
講
座
を
開
設
し
、

学
習
し
た
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
に
お
け
る

活
躍
の
場
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
対
す
る
多
種
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
の
収
集
に
努
め
、
図

書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
様
々
な

資
料
・
情
報
の
収
集
を
行
い
、
多
く
の
方

が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
環

境
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
気
軽
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
体
育
協
会
に
よ
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
普
及
・
啓
発

に
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
東
京
五
輪
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
事

前
合
宿
地
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進　
　
　
　
　
　

　

町
内
の
芸
術
・
文
化
活
動
に
取
り
組
む

個
人
・
団
体
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

芸
術
・
文
化
の
発
展
を
目
指
す
と
と
も

に
、
八
頭
町
文
化
協
会
、
各
地
区
公
民
館

グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に
よ
る
文
化
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑

賞
・
体
験
の
機
会
を
充
実
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
・
保
存　
　
　
　
　
　
　

　

長
い
歴
史
と
伝
統
文
化
に
支
え
ら
れ
た

貴
重
な
伝
統
芸
能
、
祭
り
な
ど
の
民
俗
文

化
財
の
保
存
・
伝
承
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
開

発
事
業
と
の
調
整
に
よ
り
、
保
護
を
図
る

と
と
も
に
、
記
録
保
存
の
必
要
な
遺
跡
に

つ
い
て
は
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
効
率
的
で
効
果
的
な

　
　
行
財
政
運
営

　

「
第
三
次
八
頭
町
行
政
改
革
大
綱
」
の

柱
で
あ
る
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

確
立
、
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政

運
営
の
３
つ
の
視
点
の
下
に
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
行
政
課
題
に
即
し
た
効
率
的
な
組
織

の
見
直
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
歳
入
・
歳
出

の
両
面
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
財
政
の
健

全
性
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
次
々
と
生
ま
れ
る
新
た
な
課
題

や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
行
政
だ
け

の
力
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
え
ま

す
。
行
政
情
報
を
広
く
提
供
し
な
が
ら
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
や
提
案
を
取
り

入
れ
、
住
民
・
行
政
の
連
携
・
協
働
の
行

政
運
営
を
進
め
ま
す
。
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八頭イノベーションプロジェクト
隼小学校を活用し、ビジネスと
地域コミュニティとの融合施設として整備

地方創生躍進

　

こ
の
た
び
閉
校
と
な
っ
た
隼
小
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
と

と
も
に
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
兼

ね
備
え
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
融
合
施
設
と
し
て
、
年
内
に
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
施
設
の
名
称
を
「
隼

Lab.

（
は
や
ぶ
さ
ラ
ボ
）
」
と
名
付
け
、

八
頭
町
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
全
国
へ

向
け
て
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
施
設

を
運
営
す
る
た
め
の
新
会
社
を
立
ち
上

げ
、
行
政
や
地
域
と
連
携
し
て
『
挑
む
、

活
か
す
、
生
み
出
す
、
続
け
る
』
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
様
々
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
よ
る
集
客
な
ど
の

地
域
活
性
化
事
業
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
支

援
や
町
内
産
品
に
つ
い
て
情
報
通
信
環
境

を
利
用
し
て
積
極
的
に
売
り
出
す
仕
組
み

の
構
築
な
ど
の
地
域
資
源
価
値
創
造
事

業
、
共
有
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
営

や
各
種
教
育
講
座
の
開
催
な
ど
の
起
業
家

育
成
・
人
材
支
援
事
業
な
ど
を
展
開
し
、

民
間
の
活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
事

業
を
継
続
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め

る
な
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
機
運
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
元
に
何
か
恩
返
し
が
で

き
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
隼
小
学
校
の

卒
業
生
で
も
あ
る
淀
瀬
博
行
さ
ん
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
隼
小
学
校
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）
が
期
間
限
定
で
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

は
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
が
開
発
し
た
世

界
初
の
感
情
認
識

パ
ー
ソ
ナ
ル
ロ
ボ

ッ
ト
で
、
非
営
利
団
体
な
ど
に
無
償
で
貸

し
出
す
こ
と
で
社
会
課
題
の
解
決
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
同
社
と
、

東
京
で
Ｐ
Ｒ
関
連
の
会
社
を
経
営
さ
れ
て

い
る
淀
瀬
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
実

現
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
隼
小
学
校
最
後
の
転
入

生
と
し
て
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
の
対
面
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
よ
う
で
、
２
月
の
お

披
露
目
の
際
に
は
歓
声
を
上
げ
、
皆
が
と

て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
３
月
17
日
に
行
わ
れ
た
卒
業
式
終
了

後
、
全
員
が
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
一
緒
に
な

り
、
手
話
付
き
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱

し
ま
し
た
。

挑
む
、
活
か
す
、

生
み
出
す
、
続
け
る

こ
ん
に
ち
は

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
く
ん

8◆YAZU
2017.4
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八頭町のタクシー利用助成について

どんな制度？
　タクシーを利用された際に、料金の３分の２

を八頭町が助成する制度です。

　ただし、最低個人負担額は、300円、最高個人

負担は800円です。

対象者や制限は？
■対象者

①65歳以上の方で乗用車の運転免許証をお持ち

でない方

②身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健

福祉手帳をお持ちの方及び介護保険の認定を受

けられている方

■助成区間

助成するのは、八頭町内の区間に限ります。

■利用回数

年間　100回まで　　

■利用時間

午前６時30分から午後７時まで

　

申請時に必要なもの
■65歳以上の方

①本人確認ができるもの（保険証等）

②印鑑

■障害者手帳等をお持ちの方

①身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健

福祉手帳をお持ちの方及び介護保険の認定を受

けられている方はその写し

②印鑑

申請場所は？
　事前にタクシー利用者登録申請が必要です。

役場本庁舎・船岡庁舎・八東庁舎で、タクシー

利用者登録申請を受け付けています。

そ　の　他
　ご利用できるタクシーは、

「鳥取タクシー（☎ 73-0111）」（郡家駅前）です。

　障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの方、介護保険の認定を受けられ

ている方は、介護者の同乗ができます。

問い合わせ　企画課　☎ 76-0212

個人負担額を変更します

■最低個人負担　200円から300円に
■最高個人負担　上限なしから800円に

　平成29年４月１日から、タクシー助成制度の個人負担額を、最低200円から300円に変更
します。また、上限800円とすることで、遠距離の利用では負担が大幅に軽減します。
　その他の利用方法については、変更ありません。
　ご利用にあたっては、事前の登録が必要となりますので、最寄りの庁舎で申請してください。
　利用できる方は、自動車の免許をお持ちでない方と、各種障がい者手帳をお持ちの方、介護
保険の認定を受けておられる方です。

決定通知と一緒に郵送される「利用者証明証」

と「タクシー利用券」。

ご利用の際は運転手さんに提示してください。
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保
健
課
だ
よ
り

保
健
課
だ
よ
り

保
健
課
だ
よ
り

保 健 課 だ よ り

４
月
か
ら

�

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

�

が
始
ま
り
ま
す

　

総
合
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
一
律

の
基
準
に
よ
る
支
援
を
、
各
自
治
体
が
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
形
に
見
直
す
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
町
民
な
ど
が
主
体
と
な

る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
的
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
体

制
を
強
化
し
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

の
再
構
築
、
つ
ま
り
は
、
介
護
保
険
制
度

の
支
援
に
頼
る
必
要
の
な
い
元
気
な
高
齢

者
を
中
・
長
期
的
に
増
や
し
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
を
地
域
主
体
で
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
手
続
き
の
一
部
を

簡
素
化
で
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）、
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
み
の
利
用
を
希
望
す
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト（
生
活
状
況
等
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
）

に
回
答
さ
れ
、「
生
活
機
能
の
低
下
を
認

め
た
方
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
（
介
護
保
険
申
請
）
を

受
け
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
要
介
護
・
要
支
援
認

定
に
は
「
認
定
申
請
→
訪
問
調
査
・
医
師

が
意
見
書
を
作
成
→
認
定
」
と
申
請
か
ら

認
定
ま
で
１
か
月
程
度
必
要
で
す
が
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
判
断
の
場
合

は
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

■
介
護
予
防
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

（
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
）　

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
身
体
介

護(

食
事
や
入
浴
の
介
助)

、
生
活
支
援

（
買
い
物
、
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
）
を

利
用
者
と
と
も
に
行
い
ま
す
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

■
介
護
予
防
通
所
サ
ー
ビ
ス

　

（
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
）　

　

通
所
介
護
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
で

いつまでも住み慣れた地域で
　　　自分らしく暮らすために

　平成27年４月の介護保険法の改正により、介護予防事

業を見直し、現行国の制度として実施している「介護予

防給付＝要支援１、２の認定の方の介護保険でのサービ

ス」のうち、【訪問介護（ホームヘルプサービス）】と【通

所介護（デイサービス）】を市町村事業に移行し、平成29

年４月から新たに『介護予防・日常生活支援総合事業（以

下「総合事業」）』が始まります。
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平成29年度　『水中運動教室』・
『さわやか体操教室』・『ゆるやか体操教室』

保 健 課 だ よ り

食
事
の
サ
ー
ビ
ス
や
入
浴
、
生
活
機
能
の

維
持
向
上
の
た
め
の
体
操
な
ど
を
日
帰
り

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
住
民
主
体
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の
住
民
主
体

の
つ
ど
い
の
場
で
、
体
操
や
お
茶
会
（
カ

フ
ェ
）
な
ど
で
地
域
の
人
と
の
交
流
を
行

い
ま
す
。

■
通
所
型
短
期
集
中
サ
ー
ビ
ス

〈
は
つ
ら
つ
教
室
〉（
６
か
月
間
）

　

各
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
老

人
保
健
施
設
す
こ
や
か
で
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
看
護
師
に
よ
る
運
動
機
能

向
上
訓
練
と
、
歯
科
衛
生
士
、
看
護
師
に

よ
る
口
腔
機
能
向
上
訓
練
を
行
い
ま
す
。

一
般
介
護
予
防
事
業

　

高
齢
者
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な

る
事
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

●
さ
わ
や
か
体
操
教
室

●
ゆ
る
や
か
体
操
教
室

●
水
中
運
動
教
室

●
あ
お
ぞ
ら
教
室

　

（
認
知
症
予
防
教
室
）

●
各
種
介
護
予
防
教
室

　

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
72

－

３
５
７
４
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さわやか体操教室……………………………
●各会場毎月１回　水曜日

●郡家保健センター（２部構成）

　９:45 ～ 10:45（１部：64歳以下対象）

　10:45 ～ 11:45（２部：65歳以上対象）

●船岡保健センター　10:45 ～ 11:45

　簡単に取り組める室内体操教室です。運動

を習慣化することで病気の予防や健康を保ち

たいという方は、ウォーキングやリズム体操

などで一緒に楽しく汗を流しましょう。

ゆるやか体操教室……………………………
●各会場毎月１回　火曜日

●郡家保健センター　10:45 ～ 11:45

●八東保健センター　14:00 ～ 15:00

　ウォーキングやリズム体操などに少し抵抗

のある方に適した、ゆっくり、ゆるやかな室

内体操の教室です。転倒予防、腰痛・膝痛予

防などを中心とした運動メニューです。気軽

に参加して健康づくりに役立てましょう。

問い合わせ　保健課　介護保険係　☎ 72-3555
　　　　　　　　　　保健係　　☎ 72-3566

　保健センターでは、運動教室として「水中

運動教室」「さわやか体操教室」「ゆるやか体

操教室」を実施しています。健康づくり、介

護予防のために、運動教室に参加してみませ

んか？参加を希望される方は、教室開催日に

運動のできる服装で各会場にお越しください。

水中運動教室…………………………………
●毎週木曜日　●利用料　100円/ １回

●八東保健センター（温水プール）（２部構成）

　９:45 ～ 10:30（１部：64歳以下対象）

　10:45 ～ 11:30（２部：65歳以上対象）

　水中運動と聞くと水泳を連想する方が多い

と思いますが、この教室では「水の中で歩く・

体操する」ことが中心で、泳げない方でも参

加できます。水中での運動は陸上の運動に比

べ、浮力・水圧などの水中効果があり、足腰

の弱っている方、腰痛・膝痛などがある方で

も安全に楽しく気軽にできるという利点があ

ります。
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要支援の人のサービスは
どう変わるの？

　訪問介護・通所介護は、介護予防・日常
支援総合事業の訪問型サービス・通所型
サービスに変わります。
　それ以外のサービス（訪問看護、福祉用
具、住宅改修など）は変わりません。

既にサービスを利用している方は
　現在利用しているサービスは、引き続き
利用することができます。

４月以降に新たにサービスを利用する方は
　訪問看護、福祉用具、住宅改修などのサー
ビスを利用する時
は、今まで通り要
支援認定の手続き
が必要です。

Ｑ＆Ａ



人間ドックのご案内平成29年度病気の早期発見・早期治療を

　八頭町国民健康保険加入者を対象に、日頃の健
康状態を確認し、病気の早期発見・早期治療を目
的として、人間ドック事業を下記のとおり実施し
ます。

対 象 者　�八頭町国民健康保険の被保険者で40

～ 75歳（年齢基準日：平成30年３月

31日）の方。ただし、75歳になられ

る方は誕生日の前日まで

※平成28年度に人間ドックを受診された方は、本
年度の申し込みはできません。
※平成25、26、27年度に脳ドックを受診された方
は、本年度の脳ドックの申し込みはできません。

申込期間　４月18日（火）～４月24日（月）

申込方法　�郡家保健センター、八東・船岡庁舎住

民課窓口に直接お申し込みください。

持 ち 物　国民健康保険証をご持参ください。

※電話での申し込みはできません。

◆人間ドックに下記検診を追加できます◆
種　類 自己負担金 内　　　　　　　　　　　容

子宮がん
1,500円

※40歳の方は無料
頸部がん検査（子宮全摘出術をされている方は対象外です。）

乳 が ん
1,000円

※40歳の方は無料

マンモグラフィ検査
（偶数年齢の女性が対象。28年度が偶数年齢で未受診の方は申し込みにより受診可能。
妊娠中または妊娠の可能性のある方や豊胸術、心臓ペースメーカー、ＶＰシャント
術等をされている方は、原則として対象外です。）

喀　　痰 　900円 問診により必要と判断された方

脳ドック
3,000円

ＭＲＩ、ＭＲＡなどによる脳血管撮影（おおむね５年に一度が受診の目安とされて
います※）（心臓ペースメーカー、脳外科手術、アートメイク、インプラント、人工
関節、閉所恐怖症等の方は対象外です。）

※定期的な経過観察が必要な方は、保険診療で受診されることをお勧めします。

お
　
知
　
ら
　
せ

●集団検診は６月14日（水）からはじまります。
・詳しい検診内容と受診券は、５月下旬に各個人宛に郵送します。

●医療機関検診は６月１日（木）から受診できます。
・�検診の種類は、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、子宮

がん検診、乳がん検診です。
・詳しい検診内容と受診券は、５月下旬に各個人宛に郵送します。

●特定健康診査等について
・特定健康診査を希望される方は、「特定健康診査受診券」が必要です。
・特定健康診査受診券は、各保険証を発行している機関（医療保険者という）が発行します。
・八頭町国民健康保険及び後期高齢医療保険に加入の方には、「特定健康診査受診券」、「健康診査受

診券」を役場町民課から５月中に発送します。
・国保・後期高齢以外の医療保険に加入の被扶養者の方には、通常保険者から「特定健康診査受診券」

が直送されます。詳しくは、各医療保険者へお問い合わせください。

脳ドックのみの
検診はありません

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

実施期間　６月１日（木）

　　　　　～平成30年２月28日（水）

実施場所　�東部圏域の契約医療機関（詳しくは

郡家保健センターへお問い合わせく

ださい。）

検査内容　�特定健診、循環器系、糖代謝、腎臓

系、肝臓・胆道・膵
すい

臓系、血液一般、

腫瘍マーカー、視力、聴力、眼底検

査、腹部超音波検査、胃・肺・大腸

がん検診

自己負担金　8,000円

定　　員　300人

　　　　　※�先着順ではなく、定員を超えた場合

は抽選となります

留意事項　�人間ドックを受診される方は、特定

健康診査及び重なる内容のがん検診

を集団検診や医療機関で受診するこ

とはできません。　

人間ドック当日に保険証が国民健康保険以外になっ
た場合は、無効となります。

保 健 課 だ よ り
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フィンランド語で“ネウボ（neuvo）＝アド

バイス” 

“ラ (la) ＝場所”＝「アドバイスを受ける

場所」です。

○お話を伺いながら、お子さま・ご家族に

合った方法を一緒に考えます。

○子育てに関する相談・アドバイスや情報

提供をします。

○地域の子育て関係機関と連携します。

○子どもの発達が心配

○近くに相談できる人がいない

○イライラして子どもをよく怒ってしまう

○離乳食のすすめ方がわからない

　などの相談先として、お気軽にご利用くだ

さい。

保 健 課 だ よ り

　八頭町では妊娠期から子育て期までの母子保健及び育児に関する様々

な悩みに円滑に対応し、切れ目ない支援体制を構築することを目的とし

て、「八頭町子育て世代包括支援センター事業」をスタートします。

ネ ウ ボ ラ

ネウボラ？ こんなことをします

平成29年度から

○妊婦歯科健康診査の受診先が町内歯科医療機関から、鳥取県東部歯科医療機関に拡大します。

　　妊娠中に歯科健康診査を 1回無料で受けることができます。

　　母子手帳交付時に妊婦歯科健康診査受診票と健康診査票をお渡しします。

 

○産後ケア事業を始めます。

　対　　　象　　八頭町に住所があり、医療機関を退院した産婦とお子さま（６か月未満） で、

　　　　　　　　産後の体調について不安がある方、育児への不安が強い方。

　内　　　容　　助産施設で休養をとりながら、赤ちゃんのお世話・授乳方法について具体

的に助言・指導が受けられます。

　サービス名　　宿泊型（母子ショートステイ）、デイケア型

　料　　　金　　課税状況によって自己負担が決まります。

ファミリー
サポートセンター医療機関

子育て支援
センター保育所

保健課

町民課

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援

�
が始まります

（八頭町子育て世代包括支援センター事業）　　
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 問い合わせ　保健課 保健係　☎ 72-3566



４月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

5 水 さわやか体操教室 （1部） 9：45 ～ 10：45 
（2部）10：45 ～ 11：45 郡家保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上

6 木 水中運動教室 （1 部） 9：45 ～ 10：30 
（2 部）10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上
10 月 健康相談 受付 9：30 ～ 10：15 八東保健センター 一般
11 火 ゆるやか体操教室 14：00 ～ 15：00 八東保健センター 一般
12 水 さわやか体操教室 10：45 ～ 11：45 船岡保健センター 一般

13 木 水中運動教室 （1 部） 9：45 ～ 10：30 
（2 部）10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上
１歳６か月児健康診査 受付12：30 ～ 12：45 郡家保健センター H27.8.10 ～ H27.10.13生

17 月 健康相談・こころの健康相談 受付 9：30 ～ 10：15 郡家保健センター 一般
認知症の人と家族のつどい 13：30 ～ 15：30 郡家保健センター 認知症の方を介護している家族の方など

18 火 ゆるやか体操教室 10：45 ～ 11：45 郡家保健センター 一般

20 木 水中運動教室 （1部） 9：45 ～ 10：30 
（2部）10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上
２歳児歯科健康診査 受付 12：45 ～ 13：00 郡家保健センター H26.11.22 ～ H27.1.15生

21 金 離乳食講習会 ( 受付 9：15 ～ ) 
9：30 ～ 11：30 郡家保健センター H28.11.26 ～ H29.1.8生

H28.6.11 ～ H28.7.21生
育児相談 13：30 ～ 15：00 郡家保健センター H29.1.25 ～ H29.2.21生

24 月 健康相談 受付 9：30 ～ 10：15 船岡保健センター 一般

27 木 水中運動教室 （1 部） 9：45 ～ 10：30 
（2 部）10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上
６か月児健康診査 受付12：45 ～ 13：00 郡家保健センター H28.9.15 ～ H28.10.27生

５月上旬の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
8 月 健康相談 受付 9：30 ～ 10：15 八東保健センター 一般
9 火 ゆるやか体操教室 14：00 ～ 15：00 八東保健センター 一般

10 水 さわやか体操教室 （1 部） 9：45 ～ 10：45 
（2 部）10：45 ～ 11：45 八頭町社協本所２階 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上

11 木 水中運動教室 （1 部） 9：45 ～ 10：30 
（2 部）10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般（1部）64歳以下

　　（2部）65歳以上
３歳児健康診査 受付 12：30 ～ 12：45 郡家保健センター H26.3.8 ～ H26.5.8生

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

　予防接種法（昭和23年法律第68号）に基づき、特

に予防接種を行う必要があると認められる疾病につ

いては、発生及びまん延を予防するために定期の予

防接種を行います。

　平成29年度高齢者肺炎球菌感染症予防接種の接種

券を４月１日付けで対象者の方に送付しますので、

接種期限内に必ずお受けください。

実施時期 平成29年４月１日～平成30年３月31日
接種回数 １回　
接種方法 筋肉内又は皮下注射

接 種 に
か か る
費 用

一方１回　
課 税 世 帯 の 方…2,000円自己負担
非課税世帯の方…無料
※�負担金は平成28年度の課税状況に基づ
き算定しています。

送 付 物
○接種券　　　　　○予診票
○医療機関名簿　　○説明資料

実施方法 鳥取県東部の実施協力医療機関に事前に予約
し、接種券と予診票を持参のうえ、接種します。

対 象 者

⑴満65歳（昭和27年4月2日～
　　　　　昭和28年4月1日生まれの方）
　70歳（昭和22年4月2日～
　　　　昭和23年4月1日生まれの方）
　75歳（昭和17年4月2日～
　　　　昭和18年4月1日生まれの方）
　80歳（昭和12年4月2日～
　　　　昭和13年4月1日生まれの方）
　85歳（昭和  7年4月2日～
　　　　昭和  8年4月1日生まれの方）
　90歳（昭和  2年4月2日～
　　　　昭和  3年4月1日生まれの方）
　95歳（大正11年4月2日～
　　　　大正12年4月1日生まれの方）

100歳（大正  6年4月2日～
　　　　大正  7年4月1日生まれの方）

※�誕生日が来ていなくても、接種券が届
いた日から受けられます。

⑵満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障がいの
ある方。

※�今までに任意接種で受けたことのある
方は対象となりません。

高齢者肺炎球菌
感染症予防接種の
接種券を送付します

保 健 課 だ よ り
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〒680-0607
八頭町徳丸578-1
       84－2361 
FAX 84－2362

日　時　４月26日（水）

　19：00～20：00　小顔ケア実践

　20：00～20：30　肩こり解消、腰痛予防、　

　　　　バストアップ、ウエストダウンなど

会　場　男女共同参画センター「かがやき」

講　師　武田 優子さん

（baby you主宰さとう式リンパケア インストラクター）

参加費　無料（託児あり：無料）

持ち物　机に置いて使うミラー（あれば）

対象者　講座に興味のある女性

定　員　20名 動きやすい服装でご参加ください

　(定員になり次第締め切らせていただきます)

締切日　４月19日（水）

申し込み・問い合わせ 　

男女共同参画センター「かがやき」

☎84-2361  FAX84-2362

「子どもの話を聴くということ」
と題して話す繁原さん

15◆YAZU2017.4

子
ど
も
の
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と　

大
人
が
で
き
る
こ
と

～
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
学
ぶ
～

 

親
子
間
で
お
こ
る
問
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
で
あ
る
「
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン

テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、２
月
24
日
（
金
）

子
ど
も
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト『
ｅ
・

ら
ぼ
』
の
繁
原
美
保
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
、「
子
ど
も
の
話
を
聴
く
と
い
う
こ

と
」
と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、

親
と
し
て
の
自
尊
感
情
を
高
め
な
が
ら
、

自
分
の
価
値
観
を
見
つ
め
、
ど
ん
な
子
ど

も
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
明
確
に
し
、
お
互

い
心
地
よ
い
親
子
関
係
を
築
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

 

「
ま
だ
ま
だ
、『
子
育
て
は
、
母
・
女
・

妻
が
す
る
も
の
』
と
い
う
意
識
が
あ
る
中

で
、
育
児
で
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
イ
ラ
イ
ラ
の

感
情
そ
れ
自
体
は
全
く
悪
く
な
い
の
で
、

『
私
っ
て
ダ
メ
だ
わ
』
な
ん
て
思
わ
な
く

て
い
い
で
す
よ
」、「
う
ま
く
い
か
な
く
て

も
自
分
を
責
め
な
く
て
い
い
で
す
よ
」
と

い
う
繁
原
さ
ん
の
お
話
に
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
と
て
も
ホ
ッ
と
さ
れ
た
様
子

で
、熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
価
値
観
を
振
り
返
っ
た
り
、
例
題

を
基
に
グ
ル
ー
プ
討
議
と
盛
り
沢
山
の
内

容
で
し
た
が
、
繁
原
さ
ん
の
親
し
み
や
す

く
柔
ら
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
真
剣
に
取

り
組
ま
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
共
感
→
安
定
（
安
心
）

→
成
長
（
自
信
）
は
大
切
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
自
分
を
受

け
入
れ
、
子
ど
も
の
言
う
こ
と
や
感
情
に

今
ま
で
よ
り
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
い
け

そ
う
で
と
て
も
助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
終
了
後
も

個
別
に
相
談
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
充
実
し

た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　「女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律」（女性活躍推進法）が施行されて１年が経

ちます。「女性活躍」と一言で言っても、その活

躍の方法は人それぞれ。仕事で、地域で、家庭で、

趣味で…自分の望む方向に活躍するには、健康

第一、自分メンテナンスから。今回はその一回

目です。

　押さない・揉まない・引っ張らない！魔法の

タッチ、さとう式リンパケア。今回は、「疲れた

顔をリフレッシュ」小顔ケアにチャレンジしま

す。まぶたのむくみがとれて、目がパッチリ。

頬骨のポイントもグッと上がる。血行が良くな

るから肌もツヤツヤ。美白やシミ＆シワ解消・・・

などなど効果抜群とウワサの「さとう式リンパ

ケア」を体験してみませんか。やり方のコツを

つかめば、後は全身に応用できます。気になる

部分をスタイルアップしちゃいましょう。

かがやき
広場

かがやき
広場

自分メンテナンスで女性活躍
さとう式リンパケアでスタイルアップ



町
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問い合わせ

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

町

民

課

船

岡

住

民

課

八

東

住

民

課

実施日 時　間 会　　　場

4 ／ 20 
(木)

9：20 ～ 9：35 下私都改善センター
9：50 ～ 10：00 中私都改善センター

10：10 ～ 10：20 福地公民館

10：30 ～ 10：40 上私都地区福祉施設
（旧上私都保育所）

4 ／ 21 
(金)

9：30 ～ 10：00 郡家保健センター
10：10 ～ 10：25 八頭町役場　本庁舎

4 ／ 24 
(月)

9：10 ～ 9：20 JR河原駅前
9：35 ～ 9：55 国中改善センター

10：15 ～ 10：25 大御門体育センター
10：35 ～ 10：45 安部地区公民館

4 ／ 25 
(火)

9：20 ～ 9：45 八頭町役場　船岡庁舎
9：55 ～ 10：05 済美地区公民館

10：10 ～ 10：20 大江地区公民館

4 ／ 26 
(水)

9：30 ～ 9：35 西谷生活改善センター
9：45 ～ 10：00 若桜鉄道隼駅前

10：20 ～ 10：40 八東地区公民館

4 ／ 27 
(木)

9：30 ～ 9：40 八東保健センター
9：55 ～ 10：15 八頭町役場　八東庁舎

10：25 ～ 10：35 細見地区生活改善センター
10：45 ～ 10：55 日田構造改善センター

集合注射日程表

平成29年度「猫の避妊・去勢奨励事業」

飼
い
犬
の
登
録
と

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

　
　
飼
い
主
の
義
務
で
す
！

助成金額　メスの避妊手術は4000円

　　　　　オスの去勢手術は2000円

対象頭数　獣医師会実施分100頭（１頭飼育の方、

または複数頭数飼育の１頭目）、鳥取県の補助事

業100頭（複数頭数飼育の２頭目から５頭目）

※申し込み多数の場合は抽選を行います。

申込期限　５月10日（必着）

申し込み・問い合わせ
鳥取県獣医師会　☎0857-53-4300

主
へ
の
咬
み
つ
き
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
に
は
、
当
事
者
同
士
の
責
任
で
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ふ
ん
の
始
末
な
ど
は
、
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
中
や
授
乳
中
、
発
情
中
、
そ
の
他

病
気
や
体
調
不
良
、
１
か
月
以
内
に
他
の

ワ
ク
チ
ン
注
射
を
し
た
場
合
に
は
会
場
で

の
注
射
が
で
き
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
相
談
の
う
え
、
後
日
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
痛
み
や
シ
ョ
ッ
ク
死

な
ど
の
副
反
応
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
会
場
で
は
応
急
処
置
の
み
で
、
完

全
な
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
場

で
の
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生

し
た
場
合
、
補
償
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ご
了
承
い
た
だ
け

な
い
場
合
な
ど
は
、
動
物
病
院
で
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
も
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
ま
す

　

今
年
度
よ
り
、
鳥
取
県
東
部
地
区
の
動

　

犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
の
登
録
と
、

毎
年
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
は
下
記
の
日
程
の
と
お

り
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。

本
町
に
登
録
済
み
の
飼
い
主
に
は
ご
案
内

を
送
付
し
ま
す
。
新
し
く
登
録
さ
れ
る
飼

い
主
の
方
も
お
近
く
の
会
場
で
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
等

○
登
録
済
の
犬

　

３
０
５
０
円

（
予
防
注
射
料
＋
注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

○
新
規
登
録
の
犬

　

６
０
５
０
円
（
登
録
料
３
０
０
０
円
＋

予
防
注
射
料
＋
注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

注
意
事
項

○
注
射
の
と
き
犬
が
興
奮
し
暴
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
首
輪
や
口
輪
を
つ
け
、
犬

を
し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
飼

い
主
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
注
射
す

る
際
に
は
、
飼
い
主
に
犬
を
押
さ
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
会
場
で
犬
同
士
の
ケ
ン
カ
や
他
の
飼
い

物
病
院
で
も
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

飼
い
犬
の
死
亡
・
住
所
変
更
な
ど

　

飼
い
犬
の
死
亡
や
、
登
録
内
容
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
76-

０
２
１
１

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
に
つ
い
て
の
相

談
・
犬
に
咬
ま
れ
た
場
合
の
届
出
先

東
部
生
活
環
境
事
務
所
生
活
安
全
課

　
　
　
　

☎
０
８
５
７-

20-

３
６
７
５

町 民 課からのお知らせ
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平成29年度　国民年金保険料
　国民年金の保険料は平成16年の制度改正で決め

られた額を、物価や賃金の動きに併せて調整し、

決定しています。平成29年度の保険料は１か月あ

たり16,490円となりました。

○納付書納付・クレジットカード納付の２年前納
が可能に！

　平成29年４月から従来の口座振替に加え、納付

書納付・クレジットカード納付でも２年前納を行

うことが可能になりました。

　納付書・クレジットカード納付で保険料を前納

した場合、毎月払いと比べて２年前納なら14,400

円、１年前納なら3,510円の割引となり、６か月

前納でも800円の割引になります。また、口座振

替制度を利用すると、２年前納で15,640円、１年

前納で4,150円、６か月前納で1,120円の割引とな

り、大変お得です。

○口座振替・クレジットカード納付には次の方法
があります。

（１）２年度（４月～翌々年３月分）分の前納

（２）１年度（４月～翌年度３月分）分の前納

（３）６か月（４月～９月分、10月～翌年３月分）

分の前納

八
頭
町
乳
児
家
庭
保
育
支
援
給
付
金
が
ス
タ
ー
ト

（４）毎月（早割⇒口座振替のみ）

（５）毎月（割引なし）

※口座振替及びクレジットカード納付による平成

29年度４月からの前納（２年度分・１年度分・６

か月分・早割）の新規申込みは２月末日で受付を

終了しました。

○まだ間に合う２年前納は？
　口座振替・クレジットカード納付の申し込みは

受付終了しましたが、納付書納付での２年前納付

は可能です。納付書の発行については、鳥取年金

事務所までお申し出ください。（平成29年４月～

31年３月までの前納期限は５月１日です）また、

年度途中で新たに１号被保険者になった方も、任

意の月から翌年度３月分まで納付書で納めていた

だくことが可能です。併せてご利用ください。

※30万円を超える納付書はコンビニエンスストア

では利用できません。金融機関等でお納めいただ

くため、営業日等にご留意願います。

問い合わせ　町民課☎76-0205

船岡住民課☎72-0044　八東住民課☎84-1222

日本年金機構　鳥取年金事務所☎0857-27-8311

乳
児
の
家
庭
保
育
を
応
援
し
ま
す

　

子
育
て
世
代
に
経
済
的
な
支
援
を
行

い
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、４
月
か
ら「
八

頭
町
乳
児
家
庭
保
育
支
援
給
付
金
支
給
事

業
」
を
始
め
ま
す
。

　

受
給
対
象
の
方
は
、
生
後
６
か
月
～
１

歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
家
庭
で
保
育
し
て

い
る
方
で
す
。

受
給
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し
て
い
る
者

で
、
乳
児
を
家
庭
で
１
か
月
以
上
保
育
し

て
い
る
父
ま
た
は
母
等

※
受
給
対
象
に
な
ら
な
い
者
等

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
支

給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
１
）
育
児
休
業
給
付
金
を
受
給
し
て
い

る
方

（
２
）
対
象
乳
児
が
保
育
所
等
に
入
所
し

て
い
る
場
合

（
３
）
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

（
４
）
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

（
５
）
居
住
の
理
由
が
、
里
帰
り
出
産
等

一
時
的
な
方

（
６
）
乳
児
の
養
育
を
著
し
く
怠
っ
て
い

る
場
合

給
付
期
間

　

対
象
乳
児
が
生
後
６
か
月
～
満
１
歳
に

達
す
る
ま
で
（
最
長
６
か
月
間
）

給
付
金
額

　

乳
児
１
人
あ
た
り
３
万
円
／
月

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

（
１
）
申
請
書

（
２
）
印
鑑

（
３
）
健
康
保
険
証
（
乳
児
・
父
・
母
い

ず
れ
も
）

（
４
）
通
帳
（
申
請
者
本
人
の
も
の
に
限
る
）

支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
４
月
、
７
月
、
10
月
、

１
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を
支
給

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町　

民　

課　

☎
76-

０
２
１
１

　

船
岡
住
民
課　

☎
72-

０
０
４
４

　

八
東
住
民
課　

☎
84-

１
２
２
２

町 民 課からのお知らせ
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子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
が
親
子
で
一
緒

に
遊
ん
だ
り
み
な
さ
ん
と
お
話
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
情
報
交
換
や
交
流
を
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
す
。
子
育
て

に
関
わ
っ
て
い
る
方
は
ど
な
た
で
も
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。   

＊
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
来
館
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
な
ど
い
ず
れ
の
方
法
で
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
専
門
機
関
と
も
連
携
し
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

＊
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、「
季
節
の

行
事
」
や
「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
会
」

な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
集
い
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

安部駅

物産館
みかどローソン・ポプラ至

郡
家
・
鳥
取

至
若
桜

鳥
取
自
動
車
道
西
御
門
Ｉ
Ｃ

八頭町子育て支援センター
（旧大御門保育所）

大御門
体育センター

Ｒ29

殿駐在所
Ｐ

◦ベビーマッサージ

◦キッズビクス

◦ベビービクス

◦クッキング

････等々

月～金　　10:00 ～ 11:30

その場で情報交換・担当職員との育児相談も

できます。

平　日　９:00 ～ 10:00

　　　　11:30 ～ 16:00

土曜日　９:00 ～ 12:00

保育士は事務室にいます

ので声をかけてください。

広場で自由に遊べます。

場　所 月 火 水 木 金

子育て支援センター ★ ★ ★ ★

かがやき ★

育児講座

親子ふれ
あい広場

広場開放

日　時 ４月５日（水）　11:00 ～

会　場 子育て支援センター

内　容 歌　ふれあい遊び　体操

　　　　　ささやかなプレゼントも

　　　　　準備しています。

親子ふれあい広場

開講式ご案内

子育て支援
センターとは

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ

八
頭
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

連絡先

八頭町子育て支援センター
☎72-3345
八頭町郡家殿282-2
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子育てサークル
「HONKO」
が活動を始めます

ま
だ
ま
だ
使
え
る
よ

子
ど
も
用
品
リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）事
業
に
ご
協
力
を

利
用
の
終
わ
っ
た
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も

用
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

必
要
な
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も
用
品
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

八
頭
町
で
は
、
資
源
の
有
効
活
用
を
目

的
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
子
ど
も
用
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
町

内
の
必
要
な
方
に
提
供
し
活
用
す
る
「
ベ

ビ
ー
・
子
ど
も
用
品
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
が
大
切
に
使
わ
れ
た
ベ
ビ
ー
服
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
使

う
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
用
品
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
町
の
子
育
て
支
援
事
業
に
役
立

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
提

供
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
提
供
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

事
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＊
提
供
い
た
だ
け
る
方

　

八
頭
町
在
住
又
は
八
頭
町
内
に
お
勤
め

の
方
で

・
リ
ユ
ー
ス
用
品
を
ご
自
分
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
け
る

方

・
提
供
家
庭
で
管
理
し
て
い
た
だ
き
要
望

が
あ
れ
ば
連
絡
し
、
利
用
者
に
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方

＊
提
供
い
た
だ
き
た
い
子
ど
も
用
品

乳
児
・
子
ど
も
服（
サ
イ
ズ
１
２
０
ま
で
）
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
、

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
…
等

※
必
ず
洗
濯
・
洗
浄
を
し
て
か
ら
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

＊
提
供
い
た
だ
け
な
い
も
の

　

動
物
や
植
物
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
人
形
、

修
理
を
必
要
と
す
る
も
の
、
汚
れ
て
い
る

も
の

※
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
、
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
リ
ユ
ー
ス
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

内
容
等
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

八
頭
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
72
―
３
３
４
５

　子育てサークル

HONKOは「集まれば

ホッとできる」場を

めざし、子育てして

いる皆さんが地域社会と繋がりを持ち、活

躍できる場を作りたいという思いで設立し

ました。

� 代表　森田 

問い合わせ　子育て支援センター　

　　　　　　☎72-3345

　子育て支援センターでは子育ての孤
立化を防ぎ、仲間の輪を広げるため、
育児サークルの支援をしています。
　設立に向けての支援が中心ですが、
場の提供・情報発信も行っていますの
で興味のある方は問い合わせください。
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４月の主な行事
日　時 内　容 会　場

5 水 11:00 ～

開講式
遊びの広場の開講式です。友だ
ちの紹介や手遊びをして楽しみ
ます。素敵なプレゼントもあり
ます。

子育て支援
センター

6 木 10:30 ～

キッズビクス
ミュージックケアを用いて、親
子でふれあい遊びを楽しみなが
ら、子どもの体と心の発達を支
援します。また、音楽の特性を
生かしながらリズム感や集団に
入る前の自己コントロール力を
自然のうちに身に付けます。
講師：淺見真子さん　他

子育て支援
センター

21 金 10:00 ～
工作　鯉のぼりつくり

（21日～ 28日　随時行います）
子育て支援
センター

25 火 10:30 ～

クッキング
野菜を使った簡単クッキング
～おやつにも野菜を～
講師：町栄養士

男女共同参画
センター

「かがやき」

27 木 11:00 ～
誕生会
身体測定

子育て支援
センター

■　絵本の会　■
毎月図書館司書の方に来ていただき、ふれあい遊びや絵本の読み聞
かせを親子で楽しみます。
　第２火曜日　八東図書館【４月11日】
　第３水曜日　船岡図書館【４月19日】
　第４水曜日　郡家図書館【４月26日】
※�町議会選挙の投票所となるため、14日午後～ 16日までは広場開放
はありません。



各公民館活動グループ 会員募集！
　各公民館では、町民の方々の自主的なグループ活動が幅広く行われています。
　今年度のグループ紹介の一覧をご覧いただき、興味のある方や参加してみたい方は中央公民館または
各地区公民館へお問い合わせください。
　また、新しいグループも随時募集していますので、お気軽に中央公民館へご相談ください。

八頭町中央公民館　☎ 72-3113（開館日：火～日）

郡家東地区公民館　☎ 76-0335（開館日：火・水・金）
グループ名 活動日 活動時間 グループ名 活動日 活動時間

いなば会 ( 囲碁 ) 毎月第 3 土曜日 9：30 ～ 17：00 ウクレレ同好会 毎月第 1・3 火曜日 10：00 ～ 12：00

浮草の会 ( 三味線 ) 毎週月曜日 13：00 ～ 16：00 ヨーガ同好会 毎週月曜日 19：30 ～ 21：00

安来節保存会鳥取中支部 毎週木曜日 13：00 ～ 17：00 民謡の会 毎月第 1・3 水曜日 13：00 ～ 17：00

家庭倫理の会 毎朝 4：00 ～ 5：30 東
とう

筆
ひつ

会
かい

( 書道） 毎月第 1・3 土曜日 9：30 ～ 11：00

グループ名 活動日 活動時間 グループ名 活動日 活動時間
書道教室（小・中学生）毎週土曜日 13：30 ～ 15：00

３Ｂ体操
毎週火曜日 19：30 ～ 21：00

郡家短歌会 毎月第 2 木曜日 13：00 ～ 15：30 毎月第 2・4 土曜日 15：30 ～ 17：00
郡家川柳会 毎月第 3 土曜日 13：00 ～ 16：00 お茶グループ 毎月第 1・3 火曜日 8：30 ～ 14：00
陶芸教室 第 2・4 日曜日 10：00 ～ 16：00 踊り一般の部 毎月 3 回土曜日 17：00 ～ 19：00
いきいきシルバー ( カラオケ ) 毎月 2 回不定期 13：00 ～ 15：00 藤

ふじ

三
み

会
かい

( 舞踊 ) 毎週金曜日 13：30 ～ 17：00
カラオケ同好会 毎月第 2・4 木曜日 19：30 ～ 21：00 あおい会 ( 扇

せん

渓
け

流
りゅう

新舞踊 ) 毎週木曜日 19：00 ～ 21：30
郡家謡曲研究会 毎月第 2・4 火曜日 19：00 ～ 20：30 みどり会 ( 生花 ) 毎月 2 回不定期
八頭尺八同好会（都山流） 毎週木曜日 19：00 ～ 21：00 やさしい水墨画 毎月第 1・3 水曜日 13：30 ～ 16：30
菊花同好会 随時 4 ～ 5 回 10：00 ～ 12：00 パッチワーク教室　とみやま 月 1 ～ 2 回
八頭町洋ラン友の会 随時 桜の会（踊り） 毎月第 1・3 火曜日 13：30 ～ 15：00
郡家地域囲碁同好会 毎月第 1・3・5 土曜日 13：00 ～ 18：00 健康ヨーガ 毎週日曜日 10：00 ～ 11：30

琴
きん

城
じょう

流
りゅう

大正琴白百合会 毎月第 2・4 土曜日 13：00 ～ 16：00 リズムエアロ 毎週土曜日 19：30 ～ 20：30
コールやまびこ（コーラス） 毎週金曜日 14：00 ～ 15：30 ６歩の会（油絵） 毎月第 2 木曜日 9：30 ～ 15：00
ひまわりコーラス 毎月第 2・4 水曜日 10：00 ～ 12：00 池坊川上教室 毎月土曜日 (1 ～ 2 回 ) 9：30 ～ 12：00
郡家太極拳 毎月第 1 火曜日 13：00 ～ 15：00 ベテルギウス（音楽） 毎週木曜日 19：30 ～ 20：30

郡家西地区公民館　☎ 76-0336（開館日：火・水・金）
グループ名 活動日 活動時間 グループ名 活動日 活動時間

ひばりカラオケ 毎月第 2・4 火曜日 13：30 ～ 15：30 安来節教室 毎月第 2・4 月曜日 19：00 ～ 21：00
リズムッ子くらぶ（カラオケ） 毎月第 2・4 水曜日 13：00 ～ 16：00 碁楽会 毎週火曜日 13：00 ～ 17：00
神
し ん で ん し ん せ い

伝真正早
はやぶちりゅう

渕流剣詩舞道
扇
せん

趣
しゅ

会
かい

（剣舞）
毎週木曜日 18：30 ～ 22：00 ミントの会 (縦笛） 毎月第 3 水曜日 13：30 ～ 16：30

吟
ぎん

道
どう

翔
しょう

風
ふう

流
りゅう

日本吟
ぎん

翔
しょう

会
かい

育英支部会 (詩吟 )
毎週火曜日

19：30 ～ 21：30
踊りの会 毎月第 1・3 金曜日 10：30 ～ 12：00

毎月第 4 水曜日 安藤井手研究会 毎月第 3 火曜日 13：30 ～ 16：00
囲碁同好会 毎月第 2・4 土曜日 13：00 ～ 18：00 スポーツ吹矢同好会 毎月土曜日 10：00 ～ 12：00
絵手紙鳥取梨花の会 毎月第 3 月曜日 19：30 ～ 21：30 大正琴同好会 毎月第 2・4 金曜日 9：00 ～ 11：30
さざんか会 (書道 ) 毎月第 2・4 月曜日 9：00 ～ 12：00 たのしい子どもいけばな教室 毎月第 3 土曜日 14：00 ～ 16：00
西地区公民館お針の会 (染 ) 毎月第 2・4 水曜日 10：00 ～ 12：00 グラスアート教室 毎月第 3 日曜日 13：00 ～ 16：00

琴
きん

城
じょう

流
りゅう

大正琴白百合会 毎月第 1・3 月曜日 9：00 ～ 11：00 ヨーガ同好会 毎月第 1・3 土曜日 15：00 ～ 16：30
碁遊会 毎週木曜日 13：00 ～ 17：30

郡家地域公民館グループ紹介
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公民館だより
連
絡
先

〒680－0463	
八頭町宮谷80番地	
八頭町中央公民館
　☎　 72－3113
ＦＡＸ 72－3488



八東地区公民館　☎ 84-3001（開館日：火・水・金）※会場：中央人権啓発センター（旧八東公民館）

船岡地区公民館　☎ 72-0085（開館日：火・水・金）

安部地区公民館　☎ 84-3468（開館日：火・水・金）

済美地区公民館　☎ 72-0166（開館日：火・水・金）

丹比地区公民館　☎ 84-1251（開館日：火・水・金）

大江地区公民館　☎ 73-8838（開館日：火・水・土）

グループ名 活動日 活動時間 グループ名 活動日 活動時間

絵画グループ 毎週月曜日 13：30 ～ 16：30 翠
すい

筆
ひつ

会
かい

（書道） 毎週土曜日 13：00 ～ 17：00

ミュージックベルの会 毎週火曜日 20：00 ～ 22：00 八東棋
き

友
ゆう

会
かい

（囲碁） 毎週土曜日 13：00 ～ 18：00

親
しん

和
わ

会
かい

（書道） 月 3 回水曜日 9：00 ～ 12：00 寿会（三味線・民謡・大正琴） 毎週土曜日 19：00 ～ 22：00

吟
ぎんどうしょうふうりゅう

道翔風流日本吟
ぎんしょうかい

翔会
八東支部（詩

し ぎ ん
吟）

毎月第 1・3 水曜日 13：00 ～ 16：00 徳丸どんど会 毎月第 2・4 水曜日 20：00 ～ 22：00

小原流生花グループ 毎週木曜日 15：00 ～ 17：00 花はっとう（花づくり） 随時

ミモザ・mam 毎月第 1 木曜日 20：00 ～ 22：00 八東やきもの会 毎月第 1・4 木曜日
毎月第 3 土曜日 13：00 ～ 17：00

墨彩グループ 毎月第 2・4 金曜日 10：00 ～ 11：30

グループ名 活動日 活動時間 グループ名 活動日 活動時間

吟
ぎんどうしょうふうりゅう

道翔風流日本吟
ぎんしょうかい

翔会
船岡支部（詩

し ぎ ん
吟）

毎週月曜日 19：30 ～ 21：30 写友ふなおか 毎月20日 19：30 ～ 21：30

船岡コーラスさざんか 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 絵画同好会 毎月第 3 土曜日 13：00 ～ 16：30

せせらぎ歌謡会
春・夏・秋年３回（土曜日） 13：00 ～ 16：00 音楽の会 毎月第 1・3 水曜日 19：00 ～ 22：00

春・夏・秋年３回（日曜日） 8：30 ～ 16：00 エヴリィー（音楽） 毎月第 1・3 水曜日
(4 月～ 12 月 ) 19：00 ～ 22：00

船岡地域囲碁同好会 毎週土曜日 13：00 ～ 17：00 ウッチースマイル・ミュージック 随時

船岡書道教室 毎週日曜日 14：00 ～ 18：00 軽音楽の会 毎週土曜日 18：30 ～ 22：00

船岡短歌会 毎月第 1 木曜日 13：00 ～ 17：00
船岡日本舞踊教室
※会場：船岡図書館２階 毎月第 1・3 日曜日

（高校生） 
18：20 ～ 19：00

（一般）
19：10 ～ 20：30船岡太極拳教室 毎月第 1 木曜日 13：30 ～ 15：30

グループ名 活動日 活動時間

吟
ぎんどうしょうふうりゅう

道 翔 風 流 日本 吟
ぎんしょうかい

翔 会 安部支部（詩
しぎん

吟） 毎月第 1・3 月曜日 13：00 ～ 16：00

はがき絵グループ 毎月第 2・4 火曜日 10：00 ～ 11：45

生花グループ（小原流） 毎月第 2・4 金曜日 13：30 ～ 16：00

グループ名 活動日 活動時間

済美カラオケ同好会
( つくしんぼ ) 毎月第 1・3 木曜日 10：00 ～ 12：00

アンサンブル済美 毎週木曜日 20：00 ～ 22：00

船岡陶芸クラブ
※会場：済美地区公別館 毎月第 2・4 木曜日 10：00 ～ 15：00

グループ名 活動日 活動時間

たちばなの会 毎週火曜日 13：00 ～ 15：00

八東茶道クラブ（裏千家） 毎月第 2 土曜日 9：30 ～ 16：30

布あそび 毎月第 2・4 土曜日 13：30 ～ 17：00

グループ名 活動日 活動時間

むつみ会（舞踊） 毎週水曜日 20：00 ～ 22：00

花を楽しむ会（生花） 毎月第 3 土曜日 13：30 ～ 16：30

パッチワークグループ 
アナベル 毎月第 4 土曜日 13：30 ～ 16：30

　
　

船岡地域公民館グループ紹介

八東地域公民館グループ紹介
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郡家図書館 八頭町宮谷 256-4� ☎ 72-6660
船岡図書館 八頭町船岡 539-1� ☎ 72-3970
八東図書館 八頭町北山 48-1� ☎ 84-6622
http://l ibrary.town.yazu.tottori . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら ▼

郡家図書館船岡図書館
１　天華の剣　上・下� 門田　泰明
２　翼がなくても� 中山　七里
３　本を守ろうとする猫の話� 夏川　草介
４　騎士団長殺し　１・２� 村上　春樹
５　おかあさんの扉　６� 伊藤　理佐
６　おはなしのろうそく31� 東京子ども図書館

船岡図書館
１　ガーディアン� 薬丸　　岳
２　物件探偵� 乾　くるみ
３　さっぱりと欲ばらず� 吉沢　久子
４　町の未来をこの手でつくる� 猪谷　千香
５　子どもの貧困ハンドブック� 松本伊賀朗
６　朝日ジュニア学習年鑑2017� 朝日新聞出版

八東図書館

４月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

４月15日（土）
10：30～11：00
14：30～15：00

４月８日（土）
10：30～11：00
15：00～15：30
４月28日（金）
16：00～16：30

４月９日（日）
11：00～11：30
14：00～14：30

１　サーベル警視庁� 今野　　敏
２　あきない世傳金と銀　３奔流篇� 髙田　　郁
３　美智子さま品のある素敵な装い58年の軌跡　別冊宝島編集部
４　「トランプ時代」の新世界秩序� 三浦　瑠麗
５　職場の問題地図� 沢渡　あまね
６　憲法くん� 松元　ヒロ

み ん な の 図 書 館

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

子ども読書週間行事の
お知らせ

あたまイキイキ音読教室
～今年も引き続き行います～

たのしもう　ほんをよんだら　おもしろい（百花）

としょかん川柳

　昔話や詩歌、小説などを、参加されたみなさ

んといっしょに声に出して読んでいく会です。声

に出して読むことで、脳の様々な分野を刺激し、

脳の活性化が期待できるともいわれています。

郡　家　毎月最終金曜日

船　岡　毎月最終水曜日

※��開催日は月によって変動することもあります

　申込・お問い合わせは各図書館まで

こどもおたのしみ本袋
　年齢やテーマ別に本のおたのしみ袋（３冊入

り）を貸出します。どんな本が入っているかは、

あけてからのお楽しみ。子どもさんと新しい本

の出会いにご利用ください。

（テーマ：どうぶつ、のりもの、むかしばなし

　　　 　など）

期間　４月22日（土）～５月14日（日）

「英語で絵本」おはなし会
　町内の小中学校で外国語指導助手（ＡＬＴ）

をされている先生が、英語の絵本を読んでくだ

さいます。申し込み不要・無料です。

日時　４月25日（火）午後４時15分～５時

場所　八東図書館　絵本コーナー

八東図書館
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郡
　
家

　
地

　
域

国中・大御門コース 
(火曜日）

稲荷・上私都コース 
(水曜日)

中私都コース 
(木曜日）

下私都コース 
(金曜日）

巡
回
日

４月 11日、25日 19日 13日、27日 21日

５月 9日、23日 17日、31日 11日、25日 19日

６月 6日、20日 14日 8日、22日 2日、16日

７月 11日、25日 5日、19日 13日、27日 7日、21日

８月 8日、29日 2日、23日 17日、31日 4日、25日

９月 12日、26日 6日、20日 14日、28日 8日、22日

巡
回
時
間

13：35 ～ 13：50 池田 中ほど

13：55 ～ 14：10 米岡集会所

14：15 ～ 14：30 河原駅前

14：35 ～ 14：50 久能寺集会所 稲荷公民館 八頭町老人憩の家 山田公民館

15：00 ～ 15：15 西御門山ノ手集会所 野町公民館 下市場町道広場 上峰寺集会所

15：25 ～ 15：40 市谷作業所 落岩集会所 上津黒集会所 延命寺公民館

15：50 ～ 16：10 大御門体育センター 上私都運動場 中私都改善センター 下私都改善センター

船
　
岡

　
地

　
域

隼コース 
(火曜日)

大江コース 
(水曜日）

巡
回
日

４月 18日 ４月 12日、26日

５月 2日、16日、30日 ５月 10日、24日

６月 13日 ６月 7日、21日

７月 4日、18日 ７月 12日、26日

８月 1日、22日 ８月 9日、30日

９月 5日、19日 ９月 13日、27日

巡
回
時
間

13：50 ～ 14：05 旧福井バス停 13：50 ～ 14：05 水口でこの館

14：10 ～ 14：25 中村加工交流センターつどい 14：10 ～ 14：25 大江神社入口

14：30 ～ 14：45 西谷生活改善センター 14：30 ～ 14：45 下野生活改善センター

14：50 ～ 15：05 志子部除雪車廻し場 14：50 ～ 15：05 大江多目的集会所

八
　
東

　
地

　
域

安部コース
(木曜日)

八東コース
(金曜日)

巡
回
日

４月 20日 ４月 14日、28日

５月 18日 ５月 12日、26日

６月 1日、15日 ６月 9日、23日

７月 6日、20日 ７月 14日、28日

８月 3日、24日 ８月 18日

９月 7日、21日 ９月 1日、15日、29日

巡
回
時
間

14：00 ～ 14：15 新興寺橋付近 14：15 ～ 14：25 尾崎医院駐車場

14：20 ～ 14：35 安井宿公民館付近 14：30 ～ 14：40 茂田バス停付近

14：40 ～ 14：55 旧下日下部バス停付近 14：50 ～ 15：00 皆原農村婦人の家

15：00 ～ 15：15 上日下部公会堂前 15：15 ～ 15：25 佐崎ワサビ出荷施設付近

15：20 ～ 15：35 桜ヶ丘公民館前 15：35 ～ 15：45 三浦ニコニコ広場前

15：50 ～ 16：10 八東保育所付近　空き地

平成29年度上半期
移動図書館車　巡回予定表

　今年度上半期の移動図書館車の巡回予定日時は、次のとおりです。絵本、児童書、専門書、雑誌、小
説など約1300冊の本を積載しております。読みたい本など積載していない場合は、予約していただけ
れば次の巡回日にお持ちします。お気軽にお立ち寄りください。



　今回の学習会の統一教材「イマジネーション」を、

家庭・企業・集落の会合などでも視聴し、人権学

習に活かしてみませんか？

　この他にも、人権啓発ＤＶＤ・

ビデオの貸し出しをおこなって

います。詳しくは役場人権推進

課（☎84－1228）へお気軽にご

相談ください。

団体研修に活用してみませんか？

「深まった」「やや深まった」と
回答した人は８割を超え、学習
の内容についても「新しい気づ
き・発見があった」「これからの
生活に活かそうと思った」「自分
の事として考えることができた」
との回答が多くありました。

Ｑ .
目的やねらいについて
理解が深まりましたか？

参加者年代別比率

(アンケート回答者1701人)

(アンケート回答者1701人)
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昨
年
度
「
同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

実
践
に
つ
な
げ
よ
う
。
」
を
学
習
の
ね
ら

い
と
し
、
各
集
落
で
人
権
問
題
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
「
住

民
相
互
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
確

か
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
培
い
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
掲
げ
、
統
一
教
材
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
を
用
い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。
教

材
は
「
い
じ
め
」
「
結
婚
問
題
」
「
発
達

障
が
い
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
意
見
を
い
た
だ
く
な
か

で
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
正

し
い
知
識
と
理
解
を
も
ち
、
無
関
心
な
自

分
か
ら
ど
う
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
社
会
全
体
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行

動
が
必
要
と
な
る
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
参
加
者
に
お
答
え
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
学
習
会
を

振
り
返
り
ま
す
。

人
権
問
題
学
習
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

八東庁舎
人権推進課
☎ 84-1228

人
権
の
ひ
ろ
ば

参
加
者
に
つ
い
て 

　

50
～
70
代
が
８
割
を
占
め
、
10
～
40
代

の
若
年
層
・
保
護
者
世
代
の
参
加
が
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
集
落
に
よ
っ
て

は
保
護
者
世
代
や
初
め
て
の
参
加
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
保
護

者
世
代
の
参
加
率
が
上
が
っ
た
集
落
で

は
、
事
前
に
子
ど
も
と
関
わ
り
の
深
い
内

容
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
り
、
学
習

会
の
目
的
や
ね
ら
い
を
告
げ
て
い
た
り

と
、
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
習
会
の
内
容
に
つ
い
て

　

話
し
合
い
の
な
か
で
も
、
現
代
に
お
け

る
い
じ
め
の
形
態
や
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
「
初
め
て
知
っ
た
」
と
い
う
意
見
や
感

想
が
と
て
も
多
く
、
今
回
の
学
習
が
、
新

た
な
人
権
問
題
を
正
し
く
知
り
、
相
手
の

立
場
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
「
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
と
い
っ
た

積
極
的
な
意
見
が
あ
る
一
方
、
「
一
部
の

人
が
学
習
す
れ
ば
よ
い
」
「
自
分
の
周
り

に
は
な
い
と
思
う
」
と
い
っ
た
消
極
的
な

意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
話
し
合
い
を

し
て
い
く
な
か
で
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
へ

と
つ
な
げ
て
広
く
考
え
る
こ
と
で
住
民
の

心
が
一
つ
に
な
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
行

動
の
大
切
さ
に
気
付
く
場
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
差
別
の
実
態
を

正
し
く
知
り
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
偏

見
や
差
別
心
を
認
め
、
差
別
解
消
や
人
権

尊
重
の
考
え
に
立
っ
た
学
習
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。



　平成29年度八頭町体育協会主催並びに各専門部主催大会を下記のとおり開催する予定です。町民大会が近づ
きましたら各集落の関係者 (郡家地域は体育委員さん、船岡・八東地域は公民館長さん)へ大会要項等ご案内い
たしますので、多数の参加をお願いします。						    
　また、下記の各専門部主催の大会、教室、練習日も掲載しておりますので、ご希望の方は気軽に各部長さん
にお問合せください。

開催月日 大　　　会　　　名 会　　　　場月 日 曜日
4 9 日 八頭町武道(柔道・剣道・空手)大会 郡家武道場

5
14 日 八頭町壮年ソフトボール大会 八東総合運動公園野球場他

27.28 土.日 八頭町少年野球大会 八東総合運動公園野球場

6

18 日 八頭町グラウンド・ゴルフ大会 八東川水辺プラザ河川公園

11 日

八頭町バレーボール大会
八東地域予選会

八東小学校体育館
（旧八東若者体育館）

八頭町バレーボール大会
船岡地域予選会 船岡トレーニングセンター

八頭町バレーボール大会
郡家地域予選会 郡家体育館

５月～８月 八頭町地域対抗壮年野球大会 郡家野球場

7
9 日 八頭町バレーボール大会 船岡トレーニングセンター
9 日 八頭町ソフトテニス大会 八東総合運動公園屋根付多目的広場

8
8 火 八東地域ゲートボール大会 八東総合運動公園屋根付多目的広場

26.27 土.日 第18回県民スポーツ・
レクリエーション祭（水泳）

9
10 日 郡家地域ゲートボール大会 郡家ふれあいドーム
24 日 八頭町ホッケー大会 八頭高等学校ホッケー場
24 日 船岡地域ゲートボール大会 船岡屋内ゲートボール場

10

1 日 八頭町民ペタンク大会 安部地区総合運動公園
1 日 第72回八頭郡駅伝競走大会 若桜町～八頭町

9 体育の日 第12回森下広一杯八頭町
マラソン大会 船岡コース

21.22 土.日 第18回県民スポーツ・
レクリエーション祭（秋季）

11

5 日 八頭町バスケットボール大会 郡家体育館
11 土 八頭町ゲートボール大会 八東総合運動公園屋根付多目的広場
19 日 八頭町駅伝競走大会 船岡庁舎前発着

23 勤労感謝
の日 八頭町バドミントン大会 八頭中学校体育館、郡家体育館

12
3 日 八頭町スポーツの日 船岡トレーニングセンター

10 日 八頭町民卓球大会 郡家体育館
1 2 火 新春マラソン大会 八東庁舎前発着

【町民大会関係】

【専門部部員募集】※ご希望の方は、練習日に会場へお越しいただくか下記の連絡先へお問い合わせください。

【専門部主催大会】※参加希望の方は、直接部長さんにお問合せください。

【専門部主催教室・講習会】 ※参加希望の方は、お気軽に会場にお越しいただくか
　部長さんにお問合せください。

主催専門部 大　会　内　容 会　　場 連　絡　先

バ ド ミ ン ト ン 部
６月18日（日）
ビギナーズカップ 郡家体育館・

八頭中体育館
林部長

72－2909
２月18日（日）　新春総合

グラウンド
・ ゴ ル フ 部

春季大会４月24日、
秋季大会９月18日

八東川水辺プラザ
河川公園

岡部部長
72－2228

ペタンク部

４月23日（日）
八頭町ペタンクシングルス大会 郡家多目的広場

（郡家ふれあい
ドーム横）

西尾部長
72－0985６月18日（日）

八頭町ペタンクダブルス大会

卓　 球　 部

12月３日（日）
八頭硬式選手権大会 郡家体育館

毛利部長
72－1704

２月25日（日）
八頭冬季大会　 船岡トレーニングセンター

３月11日（日）
八頭ジュニアオープン大会 船岡トレーニングセンター

バ レ ー ボ ー ル 部

４月９日（日）
八頭レディースバレーボール大会 船岡トレーニングセンター

山下部長
73－0735９月24日（日）

八頭女子バレーボール大会 船岡トレーニングセンター

ソ フ ト ボ ー ル 部 シーズン戦　年間 町内グラウンド 大﨑部長
090-5166-8042

主 催
 専 門 部 内　　　　　容 会　　場 連　絡　先

バドミントン部  教　室　11月１日，８日，
15日(水)午後７時30分～  郡家体育館 林 部長

72－2909

剣　道　部  講習会　４月21日（金）
午後７時15分～午後８時45分  郡家武道場 森田部長

72－0168

ホッケー部  教　室　４月～ 11月
毎週土曜日

 八頭高等学校
ホッケー場

岡本部長 
090-4697-

1108

練　　習　　日 会　　場 連　絡　先

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

船岡ＦＣチーム 毎週　火・金曜日　午後８時30分～午後10時（船岡地域既婚女性の方）  船岡トレーニングセンター

山下73－0735

八頭クラブチーム 毎週　水・土曜日　午後８時30分～午後10時（町民35歳以上女性の方） 船岡トレーニングセンター
郡家婦人チーム 毎週　金曜日　 　 午後８時～午後10時（郡家地域既婚女性の方）  郡家体育館
郡家成年チーム 毎週　火・土曜日　午後８時～午後10時（郡家地域15歳以上男性の方）  大御門体育センター
八東成年男子・

女子チーム 毎週　月・木曜日　午後８時30分～午後10時（八東地域15歳以上の方） 八東小学校体育館
（旧八東若者体育館）

バドミントン部
毎週　水曜日　　　　　午後８時～午後10時  郡家体育館

野﨑72－1267
毎週　火・木曜日　　　午後９時～午後10時  船岡トレーニングセンター

卓球部
郡家クラブ 毎週　月・木曜日　　　午後８時～午後10時  郡家体育館 毛利72－1704
船岡クラブ 毎週　火・土曜日　　　午後８時30分～午後10時  隼国民体育館 松田72－0498

テニス部（ソフトテニス）
毎週　火・土曜日　　　午後８時～午後10時  郡家ふれあいドーム 土井72－0764
毎週　月・水・金曜日　午前10時～正午  八東総合運動公園 岸本 090-4147-0705

剣　道　部 毎週　火・金曜日　　　午後７時15分～午後８時45分  郡家武道場 森田72－0168
柔　道　部 毎週水・土曜日（水曜日午後7時～ 8時30分、土曜日午後6時30分～ 8時30分） 郡家武道場 向井 090-1016-6624

空 手 道 部
毎週　火・木・土曜日　午後６時30分～午後８時30分  郡家武道場 安養寺72－2822
毎週　月・金曜日　　　午後８時～午後10時  船岡トレーニングセンター 豊口 090-4570-9728

平成29年度
八頭町体育協会町民大会等予定表
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Information

町議会議員一般選挙

船岡小学校・八東小学校
開校式の開催

投票日　４月16日（日）

午前７時から午後７時まで

期日前投票

日　時 ４月12日（水）～15日（土）

午前８時30分から午後８時まで

投票所 本庁舎、船岡庁舎、八東庁舎

＊投票所へは入場券を持参してください。

問い合わせ 　選挙管理委員会事務局

☎76-0201

　３月号では、八東小学校の開校式を10：30～とお

知らせしましたが、10：40～に訂正しています。

問い合わせ 　学校教育課　☎84-1231

小中学校等に入学する児童生徒の保護者様へ

八頭町小中学校等入学祝い金（商品券）の交付

特別児童扶養手当及び特別障害者手当等の
手当額改定

　ご入学おめでとうございます。

　本年度より、小学校・中学校及び特別支援

学校の小学部・中学部に入学する、児童生徒

を養育している保護者等を対象に入学祝い金

（商品券）を交付します。

　新入学児童生徒の学用品等の購入にご利用

ください。

交付金額 小学生　10,000円
中学生　20,000円

交付方法 「八頭広域ポイントカード会お買い

物券」を４月上旬に保護者あてに郵送で交付。

※利用できる店舗については、郵送時に同封

するチラシをご覧ください。

有効期限 　平成29年10月31日

問い合わせ 　学校教育課　☎84-1231

　特別児童扶養手当等の各手当については、

毎年の全国消費者物価指数の変動に応じて手

当額を改定するスライド措置がとられていま

す。平成28年の全国消費者物価指数が対前

年比0.1％下落したことを踏まえ、手当額が

0.1％の引き下げとなります。

　平成29年度の手当額は以下のとおりです。

問い合わせ 　福祉課

障がい福祉係　☎72-3590

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給

　臨時福祉給付金（経済対策分）は、消費税

率の引き上げによる影響を緩和するため、所

得の低い方々に対して、制度的な対応を行う

までの間、暫定的・臨時的な措置として実施

するものです。

　八頭町では５月から受付開始です。準備が

整いましたら該当の方に通知する予定です。

支給対象者
・基準日(平成28年１月１日)において八頭町

に住民登録をしていた方で、平成28年度分の

住民税が課税されていない方

（注意事項）

　以下の場合は対象とはなりません。

※�課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合

（住民税において、どなたかの扶養となっている場合）

※生活保護の受給者である場合

※�中国残留邦人等に対する支援給付の受給者など、生活

保護の基準の例による給付を受け取っている方も対象

とはなりません。

支給額 １人につき15,000円

問い合わせ 　税務課　☎76-0204

日　　時 会　　場

船岡小学校 ４月７日（金）
9:20 ～

船岡小学校
体育館

八東小学校 ４月７日（金）
10:40 ～

八東体育文化
センター

平成28年度
(月額)

平成29年度
(月額)

特別児童扶養手当
１級 ５１，５００円 ５１，４５０円

特別児童扶養手当
２級 ３４，３００円 ３４，２７０円

障害児福祉手当 １４，６００円 １４，５８０円
特別障害者手当 ２６，８３０円 ２６，８１０円
経過的福祉手当 １４，６００円 １４，５８０円



前列左より中土居さ

ん、谷口さん、𠮷田

町長、矢部さん、中

尾さん

緑の募金にご協力をお願いします！
　平成29年「緑の募金」運動を以下の日程で

行っています。皆様の善意によって寄せられ

た「緑の募金」は、緑豊かな潤いのある森林・

緑づくりに活用されています。皆様のご協力

をお願いします。

　なお、募金事業の実施を希望される団体、グ

ループの方は、（公社）鳥取県緑化推進委員会

八頭町支部事務局までお問い合わせください。

募金期間
【春の新緑シーズン】

５月31日（水）まで

【秋の紅葉シーズン】�

９月１日（金）～ 10月31日（火）

平成28年実績（八頭町）　
募金総額　868,436円（119団体）

緑の募金事業実施額　331,875円（14団体）

ご協力ありがとうございました。

問い合わせ 　

（公社）鳥取県緑化推進委員会八頭町支部事務局

（産業観光課内）☎76-0208　FAX76-0217

自衛隊幹部候補生募集
　防衛省では、陸・海・空自衛隊の一般幹部候

補生を募集しています。採用試験に合格した人

は、陸・海・空、それぞれの幹部候補生学校

修了後、３尉（大学院修士課程修了者は２尉）

に任官し、部隊の指揮官等に補職されます。

募集種目 一般幹部候補生（飛行要員を含む）

受験資格
≪大卒程度試験≫
・平成30年４月１日現在、22歳以上26歳未満の者（20

歳以上22歳未満は大卒者（短期大学を除く）、平成30

年３月卒業見込みの者を含む）

・大学院修士課程修了者（見込み）は、28歳未満の者

≪院卒者試験≫
・平成30年４月１日現在、修士課程修了者等で、20

歳以上28歳未満の者

※大卒程度試験及び院卒者試験は併願が可能です。

受付期間 ５月５日（金）まで

１次試験 ５月13日（土）、14日（日）　

※14日は飛行要員希望者のみ

試験会場 鳥取市内

問い合わせ 　

自衛隊鳥取募集案内所

鳥取市永楽温泉町152（日通ビル１階）

☎0857-26-4019（ＦＡＸ兼）
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守れ！日本の平和と未来

　八頭町と八頭町自衛隊協力会による、自衛

隊入隊者激励会を２月15日（水）、八頭町役

場において開催しました。

　今年は、八頭町から中尾美月さん、谷口瑞

樹さん、矢部雄基さん、中土居侑己さんの４

名の方が自衛隊に入隊、岸本貴文さんが陸上

自衛隊高等工科学校に入校されます。

　激励会では、𠮷田町長の激励、協力会石破

会長のお祝いのことばの後、入隊者より決意

を述べていただきました。

　健康に留意され、今後のご活躍を祈念します。

定例農業委員会の開催について

開 催 日 ４月10日（月）13：30～

開催場所 船岡庁舎

提出先・問い合わせ 　

農業委員会事務局　☎76-0207
申請書は、毎月20日までに提出してください。

翌月の定例農業委員会で審議します。

入 札 結 果

入 札 日 ２月24日(金)

工 事 名 乾橋修繕工事

工 事 場 所 八頭郡八頭町坂田

所 管 課 建設課

落 札 金 額 21,816,000円(税込)

落 札 業 者 岡島建設 有限会社

おめでとうございます
百歳を迎えられました

　八頭町では、満百歳を迎えられた方をお祝

いする長寿表彰を行っています。

　このたび２月14日に竹井つるゑさん（郡家

西区）が満百歳を迎えられ、町長より寿詞な

どの贈呈を受けられました。

　これからもお元気にお過ごしください。

Information



ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

さんさんバス有料広告の募集
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ＡＣＴＶに新規加入で、
アンテナ撤去費用の補助

八頭町営「さんさんバス」を
ご利用ください

　今年２月、鳥取県東部に33年ぶりの大雪で

テレビアンテナが壊れたり、傾いたりした家

も多いようです。

　アンテナが傾いたまま使用し続けると、風

で揺れるたびに受信レベルが低下するととも

に、屋根が損傷する恐れがあります。

　これを機会に、ケーブルテレビに加入され

ることをお勧めします。

　９月までに新規加入された方には、アンテナ

の撤去費用の一部を補助（5,400円）しています。

申し込み・問い合わせ 　

全関西ケーブルテレビジョン

　　0120-968-138(平日９:30-17:30)

企画課☎0858-76-0212(平日８:30-17:15)

　平成29年４月１日から、利用者の皆さまの

利便性向上のため、下記路線について一部ダ

イヤの改正と路線の見直しを行います。

○大江線の運行時間の見直し

　15時以降発便のダイヤ改正。

○私都線の運行時間見直し

　17時以降発便のダイヤ改正。

○日下部・横田線の廃止

○見槻線の路線の短縮

　上野への運行路線を短縮。それに伴う、ダ

イヤ改正。

○細見線

　15時以降発便のダイヤ改正。

○大御門・国中線の路線の短縮

　郡家保育所への運行路線を短縮。それに伴

うダイヤ改正。

やずミニＳＬ博物館線の新設
　新しくやずミニＳＬ博物館線を運行。車

両は10人乗りのワゴン車を使用し、土曜・

日曜・祝日のみ運行。運賃は１乗車につき、

大人１人100円。

　なお、12月～２月は全て運休となります。

　詳しくは、折り込みの時刻表をご覧くださ

い。

　なお、定期券・回数券を、役場本庁舎、船岡・

八東庁舎、鳥取自動車郡家営業所、八頭町観

光協会（ぷらっとぴあ・やず内）で販売して

いますので、お気軽にご購入ください。

問い合わせ 　企画課　☎76-0212

　この期間にご加入されると、加入手数料
10,800円とキャンペーン期間中の月額使用
料が無料になります。お早めにご加入下さい。

利用料金比較表

※�月払いは、２か月単位となり、1,512円を２か月ごとに

引き落としします。

※�年払いは、現行の12,312円が8,640円となります。

※�既加入者には、料金引き下げの通知を別途送付しています。

～３月 ４月～ 差額
月払い 1,080円 756円 △324円
年払い 12,312円 8,640円 △3,672円

4月から9月末まで　キャンペーン実施中

Information

4月放送予定新番組
＊　船岡地域の保育所閉所式（各保育所）

＊　船岡・八東地域の小学校閉校式（各小学校）

＊　やずミニSL博物館竣工式（船岡竹林公園）

　広告サイズ・広告１枚当りの料金は次のと
おりです。

　なお、車内広告は中型バス、車外広告は10
人乗りバスとなります。

問い合わせ 　企画課　☎76-0212

平成29年３月 八頭町議会定例会
一般質問録画再放送

　放送時間は、午後８時からです。

4月1日(土) 奥田のぶよ議員 　下田　敏夫議員

4月2日(日) 尾島　　勲議員 　小倉　一博議員

4月3日(月) 高橋信一郎議員 　川西　　聡議員

4月4日(火) 坂根　實豊議員 　桑村　和夫議員

4月5日(水) 山本　弘敏議員 　池本　　 議員

4月6日(木) 小林　久幸議員 　栄田　秀之議員

4月7日(金) 河村　久雄議員 　西尾　節子議員

１日 １月

車内

B ３判（横長） 100円 3,000円

A ３判（横長） 80円 2,400円

B ４判 50円 1,500円

車外 A ３判（横長） － 5,000円



2件
2件
4件

コンビニ納付対応にともなう納付書様式変更のお知らせ

平成29年度に発行される納付書様式が変わります

　コンビニでは綴じられた状態での納付ができ

なくなるため、平成29年度からは通知書とは分

けて１枚ずつのバラバラの「納付書」を同封し

ます。コンビニでの納付の際には「納付書」を

ホッチキスなどで留めた状態で提示されないよ

うご注意ください。

　コンビニでは商品同様バーコードにて読み取

りを行うため、万一留められた状態など複数枚

の「納付書」を提示された場合、その全てのバー

コードを読み取る（提示された「納付書」全て

を納付する）ものと判断されます。必ず納めよ

うとする納期に対応した「納付書」を封筒から

取り出し、提示して納付してください。

領収証書・レシートは必ず受け取って
保管をしてください

　コンビニでの納付完了後、納付書にコンビニ

の領収印が押印された領収証書とレシートが発

行されます。領収証書は納付されたことを証明

する書類です。また、レシートはそのコンビニ

のレジにて正しく処理されたことを証明する書

類となります。レシートは破棄されることなく、

領収証書とともに保管ください。

問い合わせ 　　税務課　

　　　　　　 　☎76-0204　FAX73-0147
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Information

魅力ある地域づくり推進事業の募集
【２次募集】

特定（産業別）最低賃金の
改正

　八頭町では、地域振興や活性化につながる

事業に主体的に取り組んでいただける個人、団

体等を支援しています。このたび２次募集を行

いますので、ご応募ください。

募集事業数 　１事業程度

補 助 内 容 　事業費のうち、補助対象とし
て必要と認める経費の８割を超えない範囲

で、上限は20万円。（食料費及び備品購入費

は補助対象外）

募 集 期 間 　４月３日～４月28日
応募方法及び応募先 　
　事業計画書、収支予算書を添えて、役場地

方創生室へ提出してください。（様式は地方

創生室にあります）

問い合わせ 　地方創生室　☎76-0213

①鳥取県電子部品・デバイス・電子回路、電気

機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金

　時間額　７６４円

（発効年月日　平成28年12月22日）

②鳥取県各種商品小売業最低賃金

　時間額　７１８円

（発効年月日　平成28年12月17日）

＊「鳥取県最低賃金」は平成28年10月12日から

　時間額　７１５円に改正

問い合わせ
　鳥取県労働局労働基準部賃金室

　☎0857-29-1705
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国
の
文
化
審
議
会
は
３
月
10
日
、
「
太

田
家
住
宅
」（
富
枝
）
の
「
主
屋
」
、「
新
建
」
、

「
門
長
屋
」
を
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る

よ
う
文
部
科
学
相
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

明
治
30
年
建
築
の
主
屋
は
、
２
階
建
て

の
赤
瓦
ぶ
き
、
白
壁
の
外
観
で
、
太
い
ケ

ヤ
キ
の
柱
や
マ
ツ
の
は
り
な
ど
各
所
に
漆

塗
り
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
上
質
な
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
建
は
曹
洞
宗

官
長
が
訪
れ
た
際
の
宿
舎
と
し
て
昭
和
８

年
に
建
築
、
主
屋
と
同
年
代
に
建
て
ら
れ

た
門
長
屋
の
重
厚
感
は
、
景
観
の
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
４
年
に
は
郵

便
局
と
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
太
田
家
住
宅
」が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

小耶馬渓・姫翠峡八 頭 町 自 然 八 景  V o l .２
　八頭町姫路集落へ向かう県道沿いにある「小耶馬渓・姫翠峡」。

　“滝”という名前は付けられていないものの、八頭町随一の落差（約

50ｍ）を持つ滝です。「姫翠峡」という名前は、安徳天皇にまつわる伝

説に由来すると言われています。

　その他、「子連滝」、「彦潭」、「魚止め滑床」、「話投の滝」など、小耶

馬渓には見る者を神秘の世界に引き込む水の景観があります。

　アクセス方法、その他写真等詳しい情報は「やずナビ」ホームページ

をご覧ください。

http://www.town.yazu.tottori.jp/kankou/

　

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火　

そ
の
時

そ
の
場
所
で
」
を
統
一
標
語
に
、
３
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
、
運
動
期
間
中
の
３
月
５

日
（
日
）、
八
東
地
域
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
、
火
災
予
防
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
枝
・
細
見
、
小
畑
団
地
の
各
集
落
で

は
、
地
元
自
警
団
と
消
防
団
、
八
頭
消
防

署
若
桜
出
張
所
が
実
際
の
火
災
を
想
定
し

て
、
消
火
演
習
を
行
い
、
自
警
団
が
初
期

消
火
を
、
続
い
て
消
防
団
が
連
携
し
、
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、
女

性
消
防
隊
と
八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
が

徳
丸
地
内
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
や
点
検
、
火
災
予
防

の
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

典型的な近代和風建築で、明治時代の

趣を現在に残す「太田家住宅」

家庭を訪問し、火災予防の啓発を

行う女性消防隊



　旧八東町から通算して17番目の

横城郡研修生オム・ナムイクです。

　１年の研修期間が、本当にあっ

という間に経とうとしています。

４月に来日し、八頭町の美しい景色に心躍らせま

した。そして職員の皆さんが笑顔で迎えていただ

いたことを昨日のことのように思い出します。最

初はいろいろと不安なこともありましたが、 企画

課職員をはじめ多くの方々が配慮してくださり、

徐々に適応できるようになりました。

　企画課で適応期間を経て、総務課、産業観光課、

教育委員会、船岡庁舎（上下水道課、地籍調査課、

船岡住民課）、保健センターで研修しました。通

勤は主に自転車で、買い物なども不自由なく過ご

すことができました。

　産業観光課での研修は、きらめき祭など多くの

イベントをこなし、職員と一緒に汗をかきました。

　教育委員会では、

小・中学校の運動

会を見学し、統率

がとれた演技に感

心しました。森下

広一杯マラソン大

会にも参加し、秋

の景色を楽しみながら、心地よい汗を流しました。

また、図書館には横城郡から寄贈された絵本もあ

り、韓国語で読み聞かせするなど、子どもたちと

楽しいひとときを過ごしました。

　上下水道課では水質検査、地籍調査課では調査

などにも同行し、山にも登ったりしました。

　横城郡は寒いですが、雪が積もることはほとん

どありません。今年は鳥取県東部で33年ぶりとい

う大雪に見舞われました。職員と一緒に除雪応援

隊に出向きましたが、雪かきの大変さを身に染み

て感じました。

　中央公民館が主

催する韓国語講座

では、私が講師と

いうことで、つた

ない日本語にも関

わらず、参加者の

皆さんにはとても熱心に受講していただきまし

た。最後に一緒に「トッポギ」を作りましたが、

講座を終了するのがとても寂しくなりました。

もっと多くのことをお伝えしたかったのですが時

間が足りなかったように思います。

　さて、私の趣味はゴルフなのですが、週末にた

びたびラウンドに誘っていただき、友情を感じる

ことができる本当に良い機会となりました。特に、

JA主催の大会で、団体２位となった記憶は忘れる

ことができない思い出です。

　また、私の妻と

息子が八頭町を訪

問した際は、心の

こもったおもてな

しをしていただき、

お世話になった皆

さんに心から感謝

しています。

　もっと学びたいし、もっとたくさんの方とふれ

あいたいのですが、横城郡に戻らなければならな

いときを迎えました。これを書いている間もたび

たび涙が出そうになりました。

　このように充実した1年が送れたのも、皆さん

の様々な配慮と温かい心に触れることができたか

らです。本当にありがとうございました。八頭町

での美しい思い出を永遠に大切にします。

　再び会えることを心から願って帰国します。

　ありがとうございました。

楽しかった韓国語講座

妻と息子を迎えて

森下広一さんと

八頭町の皆さんの温かい心に触れて
横
フェンソン

城郡行政研修生　厳
オム

　南
ナムイク

翼

31◆YAZU2017.4

韓国横城郡行政研修生
研修報告

　八頭町と韓国横城郡は、平成17年12月に交流協
定を締結し、様々な分野で交流をしていますが、
交流事業の一環として行政研修生の受入事業を行
いました。
　この研修で得た成果を今後の友好交流に生かさ
れることが期待されます。

小耶馬渓・姫翠峡八 頭 町 自 然 八 景  V o l .２



創業63年の信頼と実績

フルーツ総合センターからの
お知らせ

フルーツ総合センターからの
お知らせ

問い合わせ フルーツ総合センター ☎84-3870

４月の土曜市（８・22日）は9時～11時
８日は餅つきをします。
花・野菜の苗・地物野菜を特価販売
ぜひお越しください。
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Information
有　料　広　告

有料広告募集
広告サイズ：１枠縦4.5cm×横8.0cm

広告掲載料

　掲載期間
１～　３か月
４～　６か月
７～１２か月

　月額料金
５，０００円
４，５００円
４，０００円

問い合わせ 企画課　☎76--0212



・ かばんや車に予備のマイバッグを！
　（うっかり忘れても大丈夫）
・レジ袋をリユース！ 
　（レジ袋も立派なエコバッグ）

マイバッグの使用は、支払いの後にしましょう

33◆YAZU2017.4

４月の窓口業務時間延長実施日ひとのうごき 平成29年3月15日届出現在 （敬称略）

誕生日 名　前 ところ おとうさん・おかあさん

2月17日 田中　勝
しょう

大
た

（下徳丸） 健之・三千衣

2月22日 藏本　柚
ゆず

希
き

（郡家西区）脩介・あす実

2月27日 細田　廉
れん

生
せい

（花） 浩之・真奈美

3月 4日 奥田　志
しゅ

理
り

（久能寺） 智志・理恵子

3月 6日 高垣　藍
あお

唯
い

（坂田） 寛明・春菜

日　付 名　前 ところ 年　齢

２月 13日 西山貴美江 （北山） 93歳

２月 16日 佐々木ちゑ子 （安井宿） 95歳

２月 17日 坂本　 枝 （日田） 92歳

２月 17日 大村美代子 （富枝） 93歳

２月 20日 多内　秀行 （南） 60歳

２月 22日 榎木　時子 （小別府） 83歳

２月 22日 倉田　　武 （堀越） 81歳

２月 23日 田中　政男 （福地） 79歳

２月 24日 西田　正子 （茂田） 80歳

２月 25日 横山　幸雄 （郡家西区） 91歳

２月 25日 松本　孝二 （下町） 84歳

２月 26日 柿田　　明 （郡家東区） 95歳

２月 28日 山本　秀男 （東市場） 82歳

３月 1日 大野　昌之 （福地） 86歳

３月 2日 前田　輝夫 （上野） 82歳

３月 6日 田中みさ江 （麻生） 90歳

３月 6日 棟尾　　旭 （大門） 81歳

３月 8日 大西美知子 （緑ケ丘） 89歳

３月 9日 福田　春義 （隼福） 78歳

３月 10日 木 　義治 （下日下部） 90歳

お
め
で
た

お
く
や
み

因幡霊場の休場日

今月の休場日は４月14日（金）です。

詳しくは、因幡霊場（☎ 0857-51-8320）へ

八頭町の
世帯数と人口

３月1日現在
（　　）内は前月比

世帯数
総人口
男
女

6,059 世帯

17,620 人

8,485 人

9,135 人

（-4）

（-31）

（-14）

（-17）

Information

実 施 日 毎週金曜日（７日・14日・21日・28日）

実施時間 17：15～ 19：00

実施場所 八頭町役場本庁舎

＊�詳しくは、町民課（☎76-0211）または

　税務課（☎76-0204）にお問い合わせください。

弁護士による「無料相談」

巡回行政相談

総合相談（人権・行政・心配ごと）

　さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談

に応じます。（事前予約制・先着５名）

日　　時 ５月12日（金）13:30 ～ 16:00

会　　場 丹比地区公民館

問い合わせ 企画課　☎76-0212

　人権擁護委員、行政相談委員などが無料で

相談を受けます。お気軽にご相談ください。

日　　時 ４月12日（水）13:30～16:00

会　　場 中央公民館、船岡・丹比地区公民館

問い合わせ 人権推進課　☎84-1228

　国などの行政に関する相談はありませんか？

行政相談委員が無料で相談をお受けします。

日　　時 ４月22日（土）13:30 ～ 15:30

会　　場 八東地区公民館

問い合わせ 企画課　☎76-0212

行政書士会無料相談
　相続・遺言、成年後見、帰化・在留許可等

の手続きなど（行政書士対応）

日　　時 ４月８日（土）10:00 ～ 15:00

会　　場 県立図書館２階　小研修室

問い合わせ 鳥取県行政書士会事務局

　　　　　☎0857-24-2744



男女共同参画啓発シリーズ　

　女性活躍推進法が施行されて今月で１年をむかえ、職

場だけでなく家庭・地域でも女性活躍に関する様々な取

り組みが進められています。

　男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）で、「女

性が地域活動のリーダーになるために必要な事」を聞い

たところ、「女性がリーダーになる事に対する男性の抵

抗感をなくすこと」が52.1％と最も高く、次いで「社会

の中で女性がリーダーになる事について、その評価を高

めること」が39.9％という結果でした。

　女性が「管理職」「保護者会長」「区長」など務める時

…。「抵抗感なく」理解・協力し、評価し合える、「あなた」

の応援が大きな前進へのカギになると言えそうです。

　

女性リーダー続々と！！

131

第22回ふなおか竹林まつり
　竹林でタケノコ掘り体

験、竹とんぼ飛ばし大会

など、「竹」にこだわった

イベントが盛りだくさん。

今年は「ぴょんぴょんや

ずぴょん」の種まきピア

ニストりほ♪さん（八頭

町観光大使）のステージ

もあります！

日時　４月29日（土・祝）

　　　10:00 ～ 15:00（受付９:00）予定

会場　船岡竹林公園（八頭町西谷）

安徳の里・姫路公園まつり
　公園の中を流れ

る清流を会場に、

ヤマメ釣り大会や

つかみ取り大会な

どをお楽しみくだ

さい。

日時　５月３日（水・祝）

　　　９:00 ～ 14:00（受付８:30）予定

会場　安徳の里・姫路公園（八頭町姫路）

詳しくは、産業観光課（☎76-0208）にお問い合わせいた
だくか、八頭町ホームページから観光情報をご覧ください。

ゴールデンウィークは
八頭町で新緑を満喫しよう

4/29 八東ふる里の森オープン
　美しいブナの原生林の中

で、春の森林浴をお楽しみく

ださい。

問い合わせ
（４月28日までは）

指定管理者　(有)高田技研

　☎0857-20-2121

（４月29日からは）

八東ふる里の森管理事務所

　☎84-3799
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古
紙

配
合

率
100％

再
生

紙
と

環
境

に
や

さ
し

い
大

豆
油

イ
ン

ク
を

使
用

し
印

刷
し

て
い

ま
す

。
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